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サハリン州における社会経済の発展と大学改革

竹田正直

はじめに

2000年(平成12年)3月31日で，北潜道大学教育学部教授を停年退官するにあたり，逸見

勝亮教護と所伸一助教授が中心となって，教育史・比較教育研究室として，北海道大学学術交

流会館での退官記念最終講義の機会を設けてくれた。

そのさいの講義のテーマが rサハリン州における社会経済の発展と大学改革 北海道大学に

おける学びと共育」であった。

講義の構成は，第1部「ロシア・ソビエト教育史研究とサハリンチト!の総合研究j，第1叢なぜ

ロシア・ソビエト教育史か? 第2意なぜサハリンチ1'1の総合研究か? 第2部下サハリン州の

社会経済の動向j，第1章人々の生命と医療，第2章最近の主要経済動向，第3章サハリン大学

の改革と人材養成，第3部「共に学び，共に育ち，共に生きるj，第u重大学の中で，第2章地
域と世界の中で，であった。

ここでは，第1部の概略と第2部第31誌について，近刊の拙著 rサハリンチ1'[の社会経済と大

学改革~ (共同文化社， 2000年1月)の第7意サハリン大学のカリキュラム改叢に若干の修正を

加えて費を果したい。

今から 45年前， 1955 (昭和30)年4月に，詰襟の学生服に角暢をかぶって北大に入学し，直

ぐに，クラーク像の蔀で入部の勧誘をしていた北大漕艇部に入部した。北大漕艇部は，堀内寿

郎触媒研究所教授(後に北大学長)の部長・コーチの下で，前年 (1954年)に全日本レガッタ

で優勝し，イギリスの名門クル}・ケンブリッジ大学クルーをも破り，全臨ーのみならず国際

的レベルにあることを示したばかりであった。練と鮭漁及びその交易をしていた父と共に小学

校5，6年生のときには朝の 2時 3時に起きて鯨漁をしていたことや北大在学中の兄の勧め

もあり，甚ちに漕艇部に入った。堀内教授の指導で茨戸合宿，戸田合宿，相模湖合宿でメルボ

lレンオリンピックを目指した。 I年目は2人の補欠に入り 2年目で対抗エイト 4番を溝ぐこ

ととなった。この悟，堀内教授から「ロー・アウトノ(、、Rowout!っ」を，すなわち，常に全

力を出しへとへとになるまで潜ぎ切る，ということを学んだ、。これは，自らの中で，ものごと

を為すに全力を上げて継続すること r継続は力なりノ」として生きつづけている。

私が，教育や教師に関心があることを知ると，塘内教授は，すぐに，城戸幡太郎教育学部長

を紹介してくれ，現在の学術交流会館の商側にあった城戸教授宅を訪ねた。城戸先生は，北海

道開発のための人材養成，人間形成と教育科学の発展を説き，かつ，最終講義で比較教育の課

題を語るなど r地域に根ざしつつ世界を見ることJを教えてくれた。ゼミは，授業で一番関心

をもった鈴木朝英教授，斉藤秋男助教授，実藤進助手の教育史・比較教育研究室を選んだ。鈴

木朝英教授のゼ、ミでは，帝国主義諮問の自国ならびに海外植民地諮問における開発と教育政策

の展開，植民地諸国における民族運動と内発的教育運動の発生について学んだ。 3入の教官は，

それぞれ，インド，中岡，ロシア・ソビエトを研究対象国としていた。当時，ロシア語は第二

外国語となっておらず，週一回， 250人の大教室での人文科目としてのロシア語を教養部では履
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修した(動詞の変化で終ったが)こともあり，実藤先生が研究テーマとしていた「北海道開発

とポリテフニズム(総合技指教育)Jrマカーレンコ教育論」に関心を持った。その他，学部の

職員の方から戴いた一冊の英文のソビエト教育史の本や，学部自治会から推薦されて参加した

原水爆禁止世界大会でのソ連代表閤長カイーロフ・ソザエト教育科学アカデミー総裁との出会

い，世界に先がけてのソ連の人工衛星「スプートニク」の打ち上げなどの影響もあり，卒業論

文は rソビエトにおける科学技術教育の発展 教育制度及び内容面における総合技術教育の諸

問題」をテーマとした。

その後，修士論文は「プロレタリアートの独裁と過渡期の教育一労農予備校 (Pa6担K)によ

る近代教育理念克服の過程J，博士論文は「ロシア革命と民主主義教育」と，ロシア・ソビエト

教育史研究を行ってきた。大学院に入学して研究者の道を志したときの課題意識は次のような

ものであった。第ーに，戦後日本の民主教育の完全な実現のために，近代民主主義教育とは何

か，その積極面と否定的側面は伺かを明らかにすること。第二は，宮本とロシアは，共に，遅

れた封建選制を強く残存した民主主義革命・改革によって資本主義を進展させ，かっ，政治的

に独立しつつ経済的に従属する体制の下で，社会や教育などの在り方の点で多くの共通性を有

しており，その多様性・独自性も含めて，ロシア・ソビエトの教育の歴史的比較的研究によっ

て近代民主主義教育の内実を解明すること。第三は，教育史時期毘分における従来の政党史な

どに依存する政治主義を克服し，教育現象の実証的，構造的，科学的解明により教青史閤有の

時期区分論を研究すること。時期区分論は，教育過程を教育統制過程(教育政策，教育行財政，

教育運動)と教授学習過程(管理・運営，教育内容・方法，教授・学習)の統一ととらえ，前

過程の統一形態としての教育機会の質的量的な飛躍的変化を仮設した。とくに，教育政策史，

教脊運動史，教育英践史の統一的把握の重要性を考えたが，この点で，上杉重こ郎教授のドイ

ツ労働運動史研究と時期区分論は示唆に嵩むものであった。また，初期の諸論文を執筆する上

での学校教育・教育方法学研究室の鈴木秀一教授との共同討論は教育過程論や教育実践史の理

解を深める上で学ぶものが多かった。

大学院博士課程でのモスクワ大学におけるゼミナール参加(1963年)が，初めてのソビエト

訪問であったが，そのさい，ソ連教育科学アカデミー・ゴンチャロ…フ副総裁(故人)，教育史・

教育理論研究所長のカラリョーフ教授(故人)，次長のどスクノーフ教授，所員のピドカスース

トィ教授，サリーモヴァ教授，マリコ}ヴァ教授らとの出会と討議も有益で，以来， 40年近く，

今日も，亡くなった教授以外は全ての研究者と研究交流を続けている。その後，カラリョーフ

教授のおかげで交流できることになった虚史学研究所のカトウンツェヴァ教授(故人)は，私

の，そして私以外の全盟の若手研究者の史料収集に多大な援助を与えてくれた。

学生や大学生への授業 r教育学概説J r教育史学J r比較教育学J r外国教育史」などで，大

学の発生や近年の世界の大学改革を扱ってきたが，とくに，最近の日本と北大における大学改

革の高揚と関連して，二つの大学改革の共同研究を行ってきた。一つは，学内の研究教育特別

経費(3年間)によって北東ユーラシア諸留における大学改革の研究で，学内 7部局 11人の共

同研究であり，いま一つは，文部省科学研究費(2年間)によるサハリンナHの社会経済構造の

変化にかんする総合研究で，私立大学や道立研究機関を含む 7人の共同研究として行い，私は，

とくにサハリンチHの人材養成，大学改革を担当した。

これらの共同研究において大学の改革と発展のために「国際d性」と「地域性」の統ーが不可

欠であると仮設し研究を行ってきた。国際性は，研究・教育・運営の世界的水準を知りそれを
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越える高度化を内包し，地域性は，自らの存立基盤や学習・研究者の課題を提供し大学の独自

性を規定する。

いま，北海道は主要銀行の倒産や政府の開発援助の縮少，廃止などで道民自身による自立的

持続的発展が求められているが，この課題は，ソ連邦の崩壊と共にサハリン外|への諸々の優過

策が廃止されたサハリン州住民にとっても同じである。そして，共学，共育，共生をめざす全

世界の地誠住民にとって共通の焦眉の課題となっているといえる。なお，最終講義で行ったサ

ハリン外iの社会経清動向の分析や人口及び監療の分析については省略する。

第 1節 卒業生の進路と人材養成

1 ) 1993年の学業生の就職状浪

1999年8月のサハリン大学における調査によって， 1993年6月の卒業生から， 1999年6丹ま

での卒業生の就職状況謂査表を知り得たが，残念乍ら， 1997年6月の卒業生の分が入手できな

かった。

この資料は，各大学が，毎年11月1日付で，自己の大学のその年の6月(又は 7丹)に卒業

した学生が，自らの大学の与えた専門性にもとづく分野に就職したか，専門以外の分野に就職

したか(独自の就職斡旋か)，又，ごく近年の一部のものには，兵役(軍隊へ徴用された者)及

び，大学院への進学について調査されている。全ての調査表は，全日制卒業生のもののみで，

夜間部のものはない。喪開部の場合，基本的には，勤務しながらの大学通学ということで考え

られているのか，又は，別に資料があるかは不明である。

その他，資料を分析するよで，いくつかの前提条件，もしくは，留保条件が必要である。例

えば，資料には，以下の表に示すもの以外に様々な項目があるが，不必要な項告は削除した。

すなわちロシア文部省への報告に必要な専門にかんするコード番号とか，契約書の有無，雇用

者の採用通知であるとか，表自体が無記入のものなどを削捺した。

何よりも，表の分析を国難にしているのは，ユジノサハリンスク教育大学からサハリン大学

への転換の過渡期のために，学部や学科が改名され，機構改革され，それに伴って専門分野が

変るため，わずか， 93年から 99年の7年間分でありながら，統一的なものとなっていないこと

である。その上，ロシア文部省としての専門分類についても，本来，専門は5年間で1つであ

るのを，近年，附加的授業腹背と特別授業料の個人支払によって，開加(補充)的専門表示を

認めたりしていることもある。

表1rユジノサハリンスク教育大学卒業生の就職状況J (1993年9月現在)J)によれば，全日

制の卒業生数は290人である O この卒業生たちは，ペレストロイカの後であるが，まだ旧ソ連

邦時代に入学し，途中，ソ連邦の崩壊を経験している。今回入手した資料の中ではもっとも!日

ソ連時代の就職システムを皮映している。

専門分類が， 2つ同時になっていたり，補足的免許取得を示す「地理学ードイツ語Jr地理学

一英語J などがみられる。旧ソ連時代は，教育大学卒業後，多くの場合，任地が割当記分され

るが，とくに，ユジノサハリンスク教育大学は， I日ソ連の教育大学中，約8割の僻地教員養成

を義務づけられていた大学であり，僻地での教員不足を補うためにも捜数免許取得が認められ

ていた。

卒業生290人のうち， 147人 (50.7パーセント)が，専門への就職者，つまり，学校教師(幼

稚園から大学までの教員)となって就職している。低い方では，歴史・英語の22.2パーセント



70 教育学部紀要第80号

表 1 ユジノサハリンスク教育大学卒業生の就職状況 (1993年9月現在)

専門
実際の卒業生 専再への就職者 進路内訳:

(会沼紛) (卒業生への%) 国民教育分野 村 村への%

初等教育学と教授法 33 13 (39.4) 13 5 38.5 

物理主，数学 85 45(52.9) 45 12 26.7 

歴史・英語 45 10(22.2) 10 

ロシア語と文学 32 25 (78.1) 25 8 32.6※ 

地理学ードイツ諮 8 4 (50.0) 4 1 25.0 

地理学英語 14 7(50.0) 7 2 28.6 

生物学と化学 29 18 (62.1) 18 5 27.0※ 

労働教育 44 25(56.8) 25 4 16.0 

合計 290 147 (50.7) 147 37 25.2 
し時仰向尚一

(出典:1999年8月調査でサハリン大学より提供，以下特に出典明示ないものは向じ)
※ママ，正しくは， 32.0と27.8

専門以外の進路

(卒業生中の%)

20(60.6) 

40 (47.1) 

35 (77.8) 

7 (21.9) 

4 (50.0) 

7(50.0) 

11 (37.9) 

19 (43.2) 

143(49.3) 

と，高い方でのロシア諾と文学の 78.1パーセントの例外はあるが，他はほとんど平均値に近い

数字である。卒業生の半数しか専門を生かした教舗にならないというのは，二つの理由がある。

第1は，もともと，サハリン州ではユジノサハリンスク教育大学が，永年の関，唯一の大学で

あったことと，教育大学が諸科学のあらゆる分野にかかわる教育を行うということから，教育

大学の卒業生が，とりわけ，島に閉まれたサハリン州では，州や自治体の職員や様々な産業分

野に卒業生が進出するという伝統がある。第2は，ペレストロイカと旧ソ連崩壊によって種々

の規制がとれて，専門外への就職領向が全額的にも強まっている教育大学のー殻的進路傾向を

反映している。

「歴史・英語」の専門が， 22.2パーセントと，並はずれて専門への就職が抵いのは上記の第I

と第2の浬由を合せもっているからである。すなわち，近年でこそ藤史の専門は若い学生にあ

まり人気をよんでいないが，旧ソ連時代は，花形的専門であり，ジャーナリストや政党や州行

政府の職員，マスコミ関係など専門外への就職が多かったことである。また r英語」にかんし

ては， I日ソ連崩壊後，外国貿易の自由化，外国旅打，外掴留学の自由化，外廓旅行社の隆盛，

外国企業との合弁会社の設立などにより，教育大学の英語科卒業生への上記関連企業から，

給で迎えられた。学生のみならず，まず，英語の大学教員が引抜かれたり，英語科大学教員が

自ら上記関連企業を起したりしたケースも，数多くある。

この点、で rロシア語と文学」の専門は r歴史・英語」と全く対照的に，ほとんどが旧ソ連

時代の教育大学の進路を典型的に反映している。このように， 1993年のユジノサハリンスク教

育大学の進路状況は，市場経清への急激な移行の初期段階の時代の人材養成を実によく反映し

ていて興味深いものである。また，教師となった 147人のうちの約25パーセントに当る 37人

が，いわゆる村の教師となっていることも興味深い。このあとは，農村や漁村への教師を嫌う

領向が強まり，サハリン州でも，都市部の部分的教員不足と共に，僻地の恒常的教部不足を招

くこととなる。

統計資料上，残念なことが2つあり，第1は，僻地への教師の就職状況調査は 1993年のみで，

その後の文部省への報告資料にはその項目がないことである。第2は，専門外に就職した卒業

生についての資料がないことである。後に，大学院進学と兵役については資料項目が出てくる
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が， ~也の分類項目は見られない。「専門進路の仕事につかなかった者」とか「独自の就職斡旋J

などの項話で一括されている。

2) 1994~96 年の卒業生の進路

この， 1994年， 95年， 96年の 3年間は，すでにみたように，多くの経済指標が95年を中心

に， 94年からは下降し， 96年へはわず、かの上昇という{頃向を有していたが，専門職，すなわち

教師への就職が，ほぽ50パーセント前後ということで類似している。また，市場経済のもとで

起りうる，経済の悪化，不景気にさいしての教員志望の増加傾向は， 95年の 54.3パーセントと

若干の上昇を示す形で反映している。しかし，教員の欠配，遅配も広く知られるようになって

きており，それほどの伸びではない。

この 3年間に，毎年， 50パーセント以上が教師になっていた専門は r歴史Jと言語関係であ

る。もっとも，言語は，この3年間，専門性の名称がめまぐるしく変っており，関係専門を合

計して，はじめて，毎年50パーセントを越えるのであり，また， {屈別の専門をみてゆくと r日

本語Jのように極端に教師になるのが少ない分野も内包している。「労働教育」および， 95年か

ら，それが「テクノロジ}と企業活動」に変った専門も 50パーセント前後で推移した。この専

門は，学校の労働科，技術科などの教師養成であるが， I日ソ連崩壊後，労働科教員の人気がか

げり，学生が集まらなくなり，市場経済への適応を想定させる「テクノロジーと企業活動」と

いう名称に変更したものである。企業のコンピューター化に対応した教育を室伝文句にしたが，

いかんせん，急造のため，大学側の施設，設備と教授陣の力震が対応できず，日本などでも一

部見られる，大学に在籍したまま，技術を別のコンピュ…タ一等の専門学校へ通って学んでい

る学生も出現していると開いた。また，罰立大学の有する在学中の5年間の兵役延長と大学を

卒業した場合，兵役を「懐秀」に勤めれば 2年の兵役を 1年で除隊しうる(予備役へ)特権

も，この専門の人気を支えているという。

他方で r物理J r地理学J r生物学(化学)Jr数学」といった自然科学系の専門分野の教師へ

の就職は，毎年，割合は大きく変化している。前述の労働科も一部この傾向を指摘しうるかも

しれない。この要因を特定することは困難である。相反する要臨が複雑に作用していると考え

るべきである。不景気による教師指向と教員賃金が低下，遅配という悪条件，一部企業や行政

のコンピューター化による物理，数学卒業生の吸引，石油・ガス開発の開始に伴う地質専門家

への需要の増大などがある。また，統計資料上， 1995年から出現してきた r兵役」の項自が，

95年31人，卒業生の 9.8パーセント， 96年34人，卒業生の 9.9パーセントが， 95年には，物

理卒業生の場合， 26人の卒業生中 14人， 53.8パーセント， 96年には，数学卒業生64人中， 12 

人 18.8パーセントと突出していることも影響している。

3) 1994~目若手の年度問進路の特徴

表 2 rユジノサハリンスク教育大学卒業生の就職状抗 (1994年 10月1日現在)J2)によって，

1994年6月の卒業生の就職動向をみる。

まず，全体として，教師への就職と他の諸分野への就職が了度半々となっている。すなわち，

|日ソ連時代の教師に就職する卒業生が60パーセント強の時代から，今日の 30パーセント以下

へ，教員養成が卒業生の三分の一以下へと進む過渡期の状況を典型的に示している。この年，

一方では，物理や地理学の卒業生が，その 6割近くが学校教師の就職についている。
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表2 ユジノサハリンスク教育大学学業生の就職 (1994年10月1日現在)

全日制の専
専門進路就職者 非専門進路

内の卒業生
専門の採用通知

専門進路の名称
を受け取った者

うち 卒業生 うち 卒業生中の
総計
女子

総計
への%

総計
女子 非専門の%

数学 44 38 20 20 45.5 24 18 54.5 

物理 24 21 37 9 9 37.5 

労働教育 39 9 30 22 56.4 17 4 43.6 

教育学と初等教育教授法 32 32 31 14 43.7 18 18 56.3 

ロシア語と文学 34 34 45 18 52.9 16 16 I 47.1 
生物学と化学 17 16 12 9 52.9 8 8 47.1 

地理学 31 27 17 18 58.1 13 11 41.9 

歴史学 19 12 34 10 52.6 9 6 47.4 

英語とドイツ語 7 6 30 2 28.6 5 3 71.4 

日本語と英語 9 4 30 1 11.1 8 2 88.9 

朝鮮語と英語 7 4 20 2 28.6 5 2 71.4 

総計 263 203 306 131 49.8 132 97 50.2 

さらに，他方で，この年はじめて卒業生を出した「日本語と英語J r朝鮮語と英語」は，導入

した市場経済下での，自由化された外国貿易のトップを日本と韓闘が占めていることを反映し

て，卒業生のほとんどが外資系高社や旅行社へ高給で就職していった。なかには，教授の 7~8

倍の賃金を得る者もあった。大学の日本語教師の後継者として最優秀の卒業生を大学教員とし

て残すのにすら苦労する状態であった。とくに，日本語は大学の花形となり，入試ではいつも

トップ倍率を占め，もっとも難しい入試となっている。したがって， 1994年度の卒業生は，日

本語は 9人の卒業生中，わずか 1人のみが教職へ進んだのみであり，朝鮮語も 7人中 2人が教

師になったにすぎない。

次に，表3rユジノサハリンスク教育大学卒業生の就職状況J (1995年11月I日現在)を見

てみよう九

この年の特徴は，教職への進路が若干高まったことである。それは，よくみると 70パーセン

ト以上か，それに近い，数学，臆史学，朝鮮語，教育学・初等教育などと， 20~30 パーセント

代の，物理，地理学，日本語という両極分解をしていることである。

もう一つの特徴は，専門名称の中に r労働教育」に代って「テクノロジーと企業活動」が出

現してきたことである。この事f青については，前述したように，旧ソ連時代の労働教育への人

気がなくなり，学生を吸収するために，新しい市場経済のビジネスにも適応しうるかの装いを

もっ「テクノロジーと企業活動」という名称に変えたものである。

名称変更で必ず、しも入学希望者がふえた訳ではないが， 1995年の進路動向での 3つ自の特徴

である，兵役(ロシア語蕗文では「軍隊に徴用された者J)の輔が明示されたこととも若子かか

わっている。すなわち， I日ソ連時代は軍掠は祖国防衛の名誉ある職場と考えられていたが，ソ

連崩壊後は兵役を逃れようとする若者が多くなり，国立大学に入学すると， 18歳の男子が2年

間兵役に入る義務が，大学在学期間の5年間は兵役が免除(延期)される。大学卒業後は，大

学院への進学その他特別な理由で軍隊から免除される以外は，ほとんどの男子学生が卒業と潤
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表3 ユジノサハリンスク教育大学卒業生の就職状況

全日制の 王手門進路
非主専門進路の就職

卒業生 専門の採用通 就職者
専門進路の名称 知を受け取っ 兵役

総計 女子 た者 総計
卒業生

総計
うち 卒業生中の

への% 女子 非専門の%

数学 46 40 46 32 69.6 11 11 23.9 3 

物理 26 9 33 6 23.1 8 6 23.1 14 

地理学 29 22 10 34.5 17 12 58.6 2 

生物学 34 27 26 15 44.1 18 13 52.9 1 

歴史学 33 16 36 22 66.7 5 4 15.2 6 

ロシア語 29 28 73 18 62.1 11 11 37.9 

英語 24 21 68 12 50.0 10 9 41.7 2 

日本語 10 8 2 20.0 8 7 80.0 

朝鮮語 8 6 6 6 75.0 2 l 25.0 

教育学、初等教育 44 44 40 32 72.7 12 12 27.3 

テクノロジーと企業活動 32 11 26 16 50.0 13 9 40.6 3 

合計 315 224 376 171 54.3 113 95 35.9 31 

時に， f鹿への就職に使先して軍隊へ入隊しなければならない。入隊後，勤務状態が良好であれ

ば，大学卒業者の場合 1年の兵役で除隊し，予備役へ編入される。従って，学問や専門に魅

力を感じていなくても， 18識のときに兵役を当閣のがれ，あるいは，将来， 1年のみで終らせ

るために盟立大学入学を選ぶ者もいるという。

大学卒業後も，大学教員として残ってもらわねばならないような場合や外国留学の場合，軍

隊からの免除が得られるが，それが30歳に達すると，法律上は，兵役2年間の義務が55歳ま

で存在するとはいえ，事実上，兵役をのがれることが多い。 30競以上の年長者の場合，予備役

動員を必要とするような大規模な戦争でも起らない眼り，もはや，訓練の必要性はなくなるの

である。

|日ソ連崩壊後，続々と生れた私立大学には，兵役免除の特典はなかったが，私立大学関係者

が国会議員を通じてこれを要求しはじめ，ょうやく昨年から国会でとり上げられ，法律として

は成立していないが，設立から 5年経ち文部省から，私立大学として認可を得た大学(現在，

サハリンチNでは 1私立大学)のみ暫定的に在学期間5年間兵役免除が，事実上，適用されてい

る。

毎年， 6-----7月の卒業式の前に，地区の軍管区から，兵役義務者の名簿が送られてきて，入

隊承諾書への各卒業生の署名を求めてくる。時には，主要管区の担当者は，署名をしない学生に

は卒業証番を渡さぬようにとの要求を出したりする。人権意識や大学自治を理解している大学

の担当者，管理者は，卒業と兵役・入隊は独立した別の問題であるとして，この要求を拒否し

ている。軍管区は自らの努力と行為で各卒業生からの入隊署名をとらなければならない。 1995

年，ユジノサハリンスク教育大学の卒業生315人中 31人， 10パーセントが卒業後，甚ちに兵役

についた。

表4rユジノサハリンスク教育大学卒業生の就職状況J (1996年 10月15日現在)叫による，

1996年の特徴の第Iは，専門分野，すなわち，教職への就職が50.4パーセント，丁度半分であ
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表4 ユジノサハリンスク教育大学卒業さたの就職状況

(1996年10fl15日現在)

専門の卒業生 専門進路の

(全日制) 就職者 独自の 卒業生中独自の
専門進路の名称

就職 就職%
兵役

総計 女子 総計
への%

数学 64 33 36 56.3 16 25.0 12 

物現 29 10 10 34.5 16 55.2 3 

生物学 24 20 6 25.0 15 62.5 2 

地理学 38 20 15 39.5 22 57.9 l 

言語・文学 100 86 55 55.0 39 39.0 6 

歴史学 27 14 19 70.4 3 11.1 5 

テクノロジーと企業活動 42 15 19 45.2 19 45.2 4 

体育 19 5 13 68.4 5 26.3 1 

総計 343 203 173 50.4 136 39.7 34 

り， 94年と同様，過渡期の性格を示していることである。もっとも，例年と異って，兵役34人

(うち，数学科卒業生12人)が明示されたことで，非専門へ，多くの場合，ビジネスや行政関

係へが39.7パーセントと，非専門の方は，減少しているともいえる。いうまでもなく， 94年の

兵役者数の資料が明示されていないことによって起っていることである。

第2の特徴は，日本語と朝鮮語，あるいは英語という，東洋学部の看板的な学科の卒業生が

専門進路の名称から消えて r言語・文学」の専門名称に一括されていることである。それによっ

て，専門の教職への進路が55パーセントと平均に近くなっており，摩史学や体育の約70パー

セントより低い専門職への就職となっている。言語・文学の内訳の資料は明示されていないが，

聞きとりでは，日本語と朝鮮語の卒業生はビジネスへの就職が引っぱりだことのことであり，

ロシア譜と文学だけをみれば，教職への就職比率は，歴史学などと同じく高いものである。

第3の特徴は，卒業生総数が，かなり増加してきたことである。 94年の263人と比較すると，

96年の 343人は，わず、か2年で30パーセントの増加となる。この要菌は複雑にからみあってい

るが，まず，何よりも，東洋学部の創設や，テクノロジーと企業活動，あるいは，体育の学部

化の進展など，大学改革の前進による要鴎が最大である。さらには，市場経済による貧富の拡

大によって，以前のようにハパーロブスク，ウラジオストーク，イノレクーツク，ノボシピルス

ク，さらには，モスクワ，ベテルブソレグへと，大睦の大学へ子どもを入学させていたサハリン

州の親や保護者たちが，経済的にそれがなしえず(1日ソ連時代には，休暇で帰郷するさいの航

空機代も大学から支給されていたが，それも自己負担となった)，地元の国立大学志向が強まっ

たことである。

4 )専門名称変更の意味するもの

さきにのべた r日本語J r朝鮮語」という専門分類名称が消えて r雷語・文学」に統合され

た問題について，その後のサハリン大学全体の改革にもかかわる問題として検討しておきたい。

それはまた，経済学と教育学，社会経済構造の発展と人材養成の変化との関保にも示唆を与え

るものを含んでいる。
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1991年に，ボク・ジュコウ教授(経済学担当，経済学博士)が学部長となって，ユジ、ノサハ

リンスク教育大学東洋学部を創設し，当時は!日ソ連共産党が解散，崩壊した誼後であったため，

!日サハリン州共産党幹部会の立派な建物の払下げを得て広いグランド用地ももちJ経済学f英
語J r日本語J r朝鮮語」の 4専門分野で発足し，学生募集を行った。

経済学者のボク教授にとって市場経詩への移行は，歓迎すべきことではあったが，市場経済

を運営しうる人材養成のないままの拙速な市場経済化への危'棋は，経済学の専門家であるだけ

に痛切に感じた。とくに，サハリンチトiの自立的持続的経済発展を考えるさいに，サハリン州を

自由経済特別区として，日本，朝鮮・韓関，アメリカ，カナダ，中罷など近隣諸国との自由な

貿易を発展させることが不可欠であり，それを支える経済学と外国語能力をそなえた人材養成

が急務であると痛感した。

しかし，ボク教授の大学は，ユジノサハリンスク教育大学であり，初等中等教員養成を白的

とする国立大学であり，経済大学でも，総合大学でもない。市場経済の為の人材養成の必要性

と，自らの大学は教育大学であるとの矛盾に解決の示唆を与えたのが，その2年前， トレーコ

フ学長とボク教授が車接，訪問して姉妹校協定を締結した北描道大学教育学部の在り方であっ

た。即ち，教員養成を主目的とはしない，国立総合大学の中の教育学部の存在であった。とく

に，北海道大学教育学部は， 1949年の創立当初から北海道開発の為の人材養成とそのための教

育科学の発達を理念の一つに掲げて発足した。そして，従来の他の白本の大学の教育学部の研

究と教育にみられた，学校の教育方法や教育思想、に枠づけられた狭い教育学を批判してきた。

北海道大学教育学部は，人間が生れてから死ぬまでの生涯にわたるあらゆる場面での人間の発

達と教育を研究，教育対象とし，あらゆる分野の諸科学をとり入れて研究，教育してきていた

のである。心醸学者や精神法学者が人関の発達を研究し，底学者や薬学者が健康教育学，保健

を研究し，法学者が教育法を研究し，歴史学者が教育史学を研究し，社会学者が教育社会学

を研究し，経済学者が企業内教育や人材養成を研究し，農学者が農民の教育を，水産学者が漁

民の教育を，工学者が技術教育を研究し，物理学者が理科教育を研究している。さらに，日本

に滞在中に見閉した，中小企業をはじめ大企業に至るまで熱心にとりくんでいる研修制度，島

日教育システムや市民の生、濫学習への強い意欲を感じた。

ボク教授密身，教育大学の教授として，つねに問われ，関いつづけてきた「経済学者が何ん

で教育大学で研究し教育するのか?Jの問いに自らの答を見い出したのである。

市場経済と外国貿易の進展に伴い，初等中等教育においても将来的には，より広い外国語能

力が求められるようになり，従来の英語， ドイツ語，フランス語中心から脱皮した東洋の諾言

語を学ぶことが必要になる。そのためのアジア諸国の言語の教員を養成するとともに，新しい

起業家たちの現職教育を，教員現職教育と並んで行う，教育大学の中の新しいタイプの学部と

して東洋学部を創設し認可を得たのである。さらに， トレーコブ元学長，ボク教授(現学長)， 

ミーシコフ現総長ら，ユジノサハリンスク教育大学首脳陣には，教育大学という単科大学から，

サハリン州全体の社会の諸分野への人材養成にかんし，将来的に責任を負う道として「閣立総

合大学化」の構想、を生みだしてゆく。そのさい，教職専門での就職が卒業生の半分となり，

部や専門によっては， 20~30 パーセント代に至ったことも大きく影響していた。大学院を有す

る必要も痛感された。

ユジノサハリンスク教育大学の東洋学部創設その地の大学改革は，まさに，一方で地域社会

の必要性に応ずる「地域性Jと，たえず，視野を世界に広げて目標を高くし構想するという「圏
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際性」の，一見すると矛盾するが如く感じられるこつの改革理念を見事に統一しているといえ

る。

地域性の原則は，大学財政にとっても死活の条件であり，国家予算からの収入が陣立大学と

いえども次第に減少してきており，その分， 1'1'1及び市の自治体と，学生自身の授業料徴収，又

は，地元企業からの派遣学生の受入れを増加させるうえでも重要であった。

このような，東洋学部の創設時の事情を大学全体の総合大学化の志向の中で，東洋学部のい

わば花形学科であった「日本語J と「朝鮮語Jが何故 rロシア語・文学」と合体され「言語・

文学」に吸収さ5れたのであろうか?

当初 r日本語」と「朝鮮語」は，初等中等教育の現場(学校)で当該科目が直ちには普及さ

れないので，学校での働く場を失う可能性があり r日本語と英語J r朝鮮語と英語」と，英語

担当教師への道を開いた専門名称としたことは， 1994年の就職状況のところですでに見てい

る。このような事情にある「日本語」と「朝鮮語」を「言語・文学」に含めたことは，

部の内部にある，花形で受験生の人気の高い「日本語」と「朝鮮語」を苦語学の内部にとり込

みたいとの思惑と，総合大学の専門名称としての「言語・文学」のー殻性への確間たる位置づ

けを確立したいとの東洋学部の考えが一致したことによる。

5) 1998 ~手の「サハリン大学J 家業生の進路

ユジノサハリンスク教育大学は， 1998年5月27日付政令第609-P及び， 1998年7丹1日付

文部省令第 1777号によって，国立サハリン総合大学(Cax制限CKI1Hrocy，ll，apCTBeH出 I詰yHI1BepCI1T-

eT， Caxry，サハリン大学と略称)となり， 1998年9月I日の新学年度より，この新しい名称

を用いている。

表5rサハリン大学の卒業生の就職状況 (1998年)めは，すでに，サハリン大学に公式名称が

変っているが，卒業生たちは，教育大学の最後の卒業生であった。

表5 サハリン大学卒業さたの就職状況 (1998年11月)

専門の卒業生 専門進路の

(全日制) 就職者 5虫自の 卒業生中独自 さを臼剣
専門進路の名称

就織 の就職の% (大学院)
兵役

卒業生
総計 女子 総計

の%

数学 50 11 24 48.0 11 22‘。 15 

物理 36 15 19 52.8 5 13.9 3 百

生物 30 28 18 60.0 10 33.3 2 

地理学 24 13 12 50.0 1 4.2 2 9 

震語、文学 104 99 60 57.7 43 41.3 1 

歴史学 34 16 8 23.5 12 35.3 14 

体育 49 6 15 30.6 23 46.9 11 

経済学

テクノロジーと企業活動 36 9 13 36.1 4 11.1 19 

教育学と就学前教育教授法 24 24 6 25.0 18 75.0 

教育学と初等教育教授法 45 45 7 15.6 38 84.4 

総計 432 266 182 42.1 165 38.2 6 79 
一一引いωωωm品目ー 」何仰向山一 一
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1998年の進路の第1の特徴は，教職専門への就職が， 50パーセントを大きく割って， 42.1 

パーセントになったことである O 卒業の時点、で，すでに，総合大学化が認可され，移行準備が

行われていたが，学生たちは自己の進路の選択においても総合大学化への道を反映しはじめて

いたのである。半分をこえる学生が教職へ進んだのは 3つの専門のみで，あとのほとんどは 30

パーセント代前後にまで下ってきている。

第2の特徴は，卒業生が432名と更に増加したことである。体育の増加や教育学と就学前教

育教授法という，幼推闘，保育所の教員養成機関が内包されたことが影響している。

第3に，兵役が79名と卒業生の 18.3パーセントを占めるほど大量になったことである。こ

の中で，サハリン州、|の人びとが前述の兵役逃れとかかわっているともみなす「テクノロジーと

企業活動」は， 36人中， 19名と 52.8パーセントが兵役に勤務しなければならなかった。皮肉

にも，各専門の中で，人数でも割合でも最も高い兵役編入である。

第4に，-教育学と初等教育教授法」という小学校教員養成専門分野が，教職就職が15.6パー

セント，兵役もなく，残りの 38人84.4パーセントが他の職種へ行っている。通常小学校教師

は，多くが教職へつくのであるがこの年は大変少ない。賃金の安さや遅配はすでに述べたが，

さらに，聞き取りによれば，サハリンチトiでは，市町村の教育委員会が州の教育局を通じて，教

育大学へ希望採用教員数を提示し，学生の希望を訊いて配置を決めてゆくが，そのさい， 3年寝

前から，教員住宅を保樟できなくなってきはじめ，学生が赴任を嫌うもう一つの要留が附与さ

れたのである。賃金は安くとも，学生結婚をしたが都市でアパートのない若夫婦にとって僻地

といえども教員住宅が保障されることは大きな魅力であった。 38人の他の職種は不明である

が，会社員，とくに，秘書の仕事などが比較的多いとのことである。あるいは，技術を身につ

けるために他の大学に再入学する場合もある。

第5に，-経済学」の空白について一言しておきたい。 1992年に東洋大学(当時は東洋学部)

に，-経済学」の担当教員養成学科が開設され， 50人の定員で， 1997年から卒業生が出はじめ

た。 1997年37人， 1998年32人， 1999年44人の卒業生が出ている。 1997年の統計資料は入手

できておらず，不明であるが， 98年と 99年の両方の資料にこの「経済学」の数字が載っていな

い。 98年には専門項目としてはあるがゼ、ロを示すであろうが号|かれているだけである。

この経済学の学生たちは，サハリン大学卒業と共に，モスクワの著名なプレハーノブ経溝アカ

デミー(大学と同じ)の経詩学士の称号を受けられるよう， I可アカデミーの教授陣が一定数，

サハリン大学へ集中講義に来ている。そのせいで，卒業生数は，プレハーノブ経済アカデミー

の卒業生としてのみカウントされるかと考えたが，ボク東洋大学長によると，両大学の夫々で

卒業生数にカウントすることになっているという。したがって 1998年の卒業生は， 432人でな

く464人になる可能性もある。

第6に，-大学暁」進学が統計上あらわれてきたことであり，大学院を設讃し，総合大学の進

路の統計項目に入ってきたということである。ちなみに 1998年は6名， 1999年は 5名であるo

大学院は 1993年に院生9名で開設された。

6) 1999若手の卒業生の動向

6 ，-サハリン大学卒業生の就職状況(1999年8月現在)6)は， 10月又は， 11丹の公式報告

なく，会議で用いられた資料である O 卒業生総数289名となっているが，これは前年と

比較してあまりの少ない数である。また， 98年まであった沢山の専門名称の輔が空白になって
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表 B サハリン大学卒業生の就職状況 (1999年8月)

卒業生 女子
国民
卒へ業の生% 独自の 卒業生中の 大学院 兵役

教育 就職 独自の%

数学 34 23 10 29.4 20 58.8 4 

物理 46 17 9 19.6 27 58.7 5 5 

生物 43 38 13 30.2 26 60.5 4 

地理学 35 17 7 20.0 25 71.2 3 

言語，文学※ 83 76 33 39.8 49 59.0 

歴史学 26 10 8 30“8 11 42.3 6 

体育

テクノロジー 23 7 4 17.4 Q 39.1 11 

計 289 188 84 29.1 167 57.8 5 33 

※この欄の数字は，原文においても不正確である……竹田。

いる。何らかの理由でまだ集計できていない部分があると思われる。

この表からいえることは，第1に，教職への就職が， 3割を切り 29.1パーセントになったこ

とである。総合大学化の影響が一層顕著に表われたと思われる。第2に，教職への就職は，そ

れほど大きなアンバランスがなく，全専門にわたって低下していることである。第3は，兵役

は11.4パ…セントで例年に近い数であるが，.テクノロジーと企業」活動のみは，高く， 47.8 

パーセントの兵役編入率である。

ところで，今回，はじめて，全国的な国家統計へ集計されるプロセスにある，大学から文部

省への報告資料をもとに大学卒業生の進路の分析を試みた。その上で，進路統計そのものにつ

いて新たに解ったことは，1)毎年， 11月1臼までに大学から文部省に報告されること， 2)そ

のため，大学では8月初めに集計し， 9月又は 10月の日付で寅任者が署名して報告すること，

3 )大学・学部の専門として認可されたコード番号があり，その専門分野に進んだか苔かが重大

であって，専門外の他の分野へ進んだ、者の内訳には関心がないということである。そのことは，

以前は，大学は，文部省ではなく高等教育・職業教育省という別個の省に管轄されていたので

あり，その省は，国家・政府内の財政獲得として，また，社会に対する説明として，各大学が

如何にその専門性において，各分野に人材を供給してきているか，有効な割当てをしてきてい

るかを示し予算を獲得する一つの手段ともしていたからである。しかし，その後， I日ソ連崩壊

によって就職割当制度が廃止され，高等教育・職業教育省も文部省と統合したことにより，更

にもっと大きな理由として，国立大学でありながら予算は，必要経費の一部分しか文部省は各

大学へ配分することができない財政事情におちいったことにより，この進路報告への文部省及

び各大学の熱意が失われてきていると考えられる。今後は，大学自身が，直接，地域社会や国

民に対して，その存在意義の説明資任として，もっと詳細な統計の発表が求められる。そのこ

とは，大学での教育費任として，また，より志望の高い優れた学生を招くことができるかにもか

かわってくるからである。

なお，報告書にある統計数字の中で，卒業生に占める女子の割合については，とくに分析を

加えなかった。全体では，表7(前述の表35-40より竹田が作成)のように例年女子は 77.2

パーセント， 95年71.1パーセント， 96年59.2パ}セント， 98年61ιパーセント， 99年65.1

パーセントで，ほぽ 60~77 パーセントの間にある。
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表7 サハリン大学卒業のうち専門進路(教育関係)へ就職した割合 (%) 

1993年 1994年 1995年 1996年 1998年 1999年

全学 50.7 49.8 54.3 50.4 42.1 29.1 

数学 45.5 69.6 56.3 48.0 29.4 
物環 62.5 23.1 34.5 52.8 19.6 
労働教育 56.8 56.4 
教育学と就学前教授法 25.0 
教育学と初等教授法 39.4 43.7 50.0 15.6 
ロシア語と文学 78.1 52.9 62.1 55.0 57.7 39.8 
生物学(と化学) 62.1 52.9 44.1 25.0 60.0 30.2 

地理学 50.0 58.1 34.5 39.5 50.0 20.0 
歴史学 22.2 52.6 66.7 70.4 23.5 32.0 
英語(とドイツ語) 50.0 28.6 50.0 
日本語(と英語) 11.1 20.0 
朝鮮語(と英語) 28.6 75.0 
テクノロジーと企業活動 50.0 45.2 36.1 17.4 
体育 68.4 30.6 

卒業生中女子の比率 77.2 71.1 59.2 61.6 65.1 

第 2節 酎属東洋大学のカリキニエラム改革

1)サハリン大学の機構

サハリン州の社会経済構造の変化と人材養成の問題をとり上げるさいに，まずもって，国立

サハリン大学をとり上げるのは，表8rサハリンチ1'1の大学情報(1998-1999学年度当初)J 7)に

よってもわかるように，サハリン州に現存(1999年1月1日)する 9つの高等教育機関(大学)

のうち，学生及び教員の量的にも質的にも中心的存主であることは簸いないことが解る。とく

に，博士学位16人，博士候補学位(修士)87人は，他の大学を圧倒している。他の大学の中に，

博士や修士の学位取得者数が記入されているが，そのほとんどは，サハリン大学からの併任，

兼任，非常勤で講義をしている教員のものであり，したがって，全体の単純合計を出すことは

できず，最下段の合計欄は空白となっているほどである。しかし，儒々のf患の大学で自己の大

学案内では，これら兼任教員らの博士，修士取得者数を誇示できる訳である。

サハリン大学は， 50年の歴史を有している点でも，他の 10年弱の大学とは比較にならない重

みを持ち，サハリンチト!の社会の全分野のリーダー養成に影響を及ぼしてきている。 1999年9月

末に，サハリン大学は創立50周年記念式典を行った。サハリン大学は， 1949年，ユジノサハリ

ンスク市に，ロシア共和国政府決定により，部範大学 (Y'lllTeJlbCKH品目前THTYT) として設立さ

れ， 1954年にユジノサハリンスク教育大学 (IO)KHO幽Cax剖聞は泌 rOCY.ll.apCTBeHHbIHne.ll.aror別 ec“

K油断CTHTYT工的crnvI)に改革され，さらに， 1998年9月1臼よりサハリン大学(CaXaJlHHCKH員

rOCY.ll.apCTBeHHbIH yHl1BepCHTeT = Caxry，国立サハリン総合大学)に再編された九

2) ，付属東洋大学の構成

本稿末の表 15及び16rサハリン大学機構国J，rサハリン大学の単科大学・学部等」によれば，

総合大学 (YHHBepcHTeT) になったことによって，大学内部に，単科大学(I1HCTHTYT) と学部

(φaKYJlbTeT)，短期大学 (KoJlJle.ll.)K)，研究所 (HY例)，センター(口出Tp)などを並置できるこ
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表sサハリン州の大学情報 (1998-1999学年度当初)
国立

大学名 卒業者数 受験者数 入学 学年別学生数
1998年 1998-1999 者数

学年 1 2 3 4 5 6 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

1 サハリン悶立大学

[全日制] 499 1，105 568 568 528 528 522 367 

[遜償制] 162 3宮2 216 231 202 180 104 82 

合計 661 1，497 784 817 730 708 626 449 

2 モスクワ箆立荷科大学付麟ユジノサハリンスク商科大学

[全日制] 60 226 96 99 110 77 68 

[i重f言制] 65 126 107 114 89 48 34 8 73 

合計 125 352 203 213 199 125 102 8 73 

3 綴東国立大学サハリン校

[全日曜日] 59 59 59 16 20 35 

[ìilíイ富市~J 42 151 151 151 147 104 60 64 98 

合計 42 210 210 210 163 124 95 64 98 

4 緩東国立鉄道大学ユジノサハリンスク校

[全日昔話] 152 107 107 42 

[i霊祭湘~J 611 528 190 113 477 

合計 763 635 297 155 477 

5 極東悶立緩務・経営アカデミーユジノサハリンスク校

[全日昔話] 145 61 61 

[通信昔話] 245 90 90 128 100 69 38 

合計 390 151 151 128 100 69 38 

E富立大学
[全日総] 559 1，687 891 912 696 625 625 367 

[通信苦手~J 269 1，525 1，092 776 679 909 267 192 171 

合計 828 3，212 1，983 11，6竺 1，375己竺4I 892 I 559 171 

私立

6 ユジノサハワンスク経済・法律・情報大学

[全日昔話] 167 284 284 253 921 188 

[通f言語tlJ 11 145 145 90 7 ー

合計 178 429 429 394 991 188 

7 人文学大学ユジノサハリンスク校

[全日剣] 154 154 178 118 

[通信制] 15 70 70 28 40 ー

合計 15 224 224 206 581 -

8 ユジノサハリンスク商業・企業大学

〔全沼剣] 37 45 45 16 17 28 

9 サムユク大学

[全日制] 18 39 34 34 39 40 12 

私立大学

〔全日制] 222 517 517 486 267 228 

[i箆イ言制] 26 215 215 118 471 -

合計 248 732 732 604 314 228 

大学

[1':8制] 781 1，408 1，429 1，182 892 853 367 

[遜f言制] 295 1，307 991 797 956 267 192 171 

合計 1，076 2，715 2，420 1，979 1，848 1，120 559 171 
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とになった。

1999年9月の新学期開始時点で 7つの単科大学(1.自然科学大学， 2.東洋大学， 3. 

大学， ι教育大学， 5.歴史・社会学・法律大学， 6.工業大学， 7.教員研修大学)と 2つの学
部(1.総合教青学部=石油・ガス工業大学分校， 2.大学予備学部)， 3つの短期大学(1.アレ

クサンドロープスク・サハリンスキー教育短期大学=サハリン大学分校， 2.サハリン大学附高

ユジノサハリンスク教育短期大学， 3.サハリン大学院属漬劇短期大学)，及び， 4つの全学共通

学科(安全衛生，体育，哲学，社会政治科学)を有している。

サハリン大学附属の単科大学の一つである東洋大学は，正式には「経済・東洋大学J(I1HCTI1TYT 

9KOHOMI1KI1 11 80CTOKO配2I.eHI1匁)という。 1991年に学部として創立された。カリキュラム改革に

かんして，この，東洋大学をとり上げるのは，サハリン大学(ミーシコフ総長)全体における

改革の「国際性と地域性の統一j という改革の特徴をもっともよく体現し，率先して改革して

きているからである。 4学科構成で，1.経済学科， 2.東洋言語学科(東洋学)， 3.英語学科，

4.財政経営学科，から成っている。この東洋大学で経済学士を得ることができれば，それは，

開時に，モスクワにある伝統と規模からいってロシア最大，最高水準の経済大学であるプレハー

ノフ名称ロシア経済アカデミーの経済学士の資格も得ることができるo そのため，何人かの開

アカデミーの教授陣がサハリン大学に来て講義を行っている。このことは，ロシア関内での，

又，サハリン州内でのこの東洋大学及びサハリン大学金体の社会地位，学期的権威を高めるこ

ととなっている。今日，ロシアでは，経済学と外国語関係が受験生の人気分野の一つであるが，

サハリン大学でも東洋大学の倍率はトップグループを常に維持している。

「地域性J と「留際性」という，今日の世界的大学改革の中で試された 2つの大学改革の重要

理念において，まさに，東洋大学は，その経済学科と財政経営学科において，より「地域性J

を体現し，その東洋言語学科(日本語と朝鮮語及び東洋学)と英語学科において，より「国諜

性」を体現している。もちろん，経済学科や財政経営学科においても市場経済や外国貿易とい

う国際性の高い内容を有しているし，東洋言語学科や英語学科においても，日本統治の樺太時

代の経験や遺産，朝鮮人住民の多さと社会・経撰に占める人的重要性，アメリカ，カナダと隣

接し，近年のお油・ガス採掘のロ・日・米の合弁企業とカナダの採掘技指及びプラントの借用

といった地域性を充分考慶したものとなっている。

また，今日，サハリン大学と北海道大学教育学部の姉妹協定 10周年を迎えて，毎年，着実に

行ってきた研究交流，国際シンポジウム，国際科学研究費共向研究などのおかげで，双方とも

20人近い研究者が栢互訪問や研究交流に参加しており，1999年から東洋大学の日本語科の学生

が北海道大学日本語日本文化研修生として学びはじめるなどの学生交流も正式に開始された。

東洋大学の日本語の学生がここ数年，全ロシア学生日本語コンクールで常にトップグループに

あり(1999年は東洋大学3年生が全ロシアの第一位)，着実にその教育，人材養成の実を上げて

いる。 1989年の姉妹校締結の翌年，われわれがサハリン大学を訪問したさいに，北海道大学言

語文化部村崎教授や日本語講師で北海道大学教育学部大学院非常勤講師でもあった渡辺多美子

先生の援助で，沢山の日本語教材やビデオ教材を届けることができたが，そのさい，ボク・ジュ

コウ教授から日本語教育のために日本人講師の派遣を依頼された。当時，筆者の北海道大学教

育学部教育史・比較教育研究室の研究生であった元小学校教諭早川|典宏先生を，ついで，高校

教諭を退職していた北梅道大学教育学部社会科教育法非常勤講師であった田中了先生をユジノ

サハリンスク教育大学日本語担当，客員教授として，初期数年間の日本語教育の基礎づくりに
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当っていただいた。その後，他の方々や北海道教育委員会及び，外務省の財団法人国際交流基

金(現在2名)より日本人講師が派遣されている O

さらに，筆者を介し，北海道大学の農学部，理学部，宮語文化部，工学部，文学部，北禅道

教育大学(針路校)，東京農大(網走校)などの学術交流や，全日本大学生協連，マスコミ各社

などの社会的交流も広がり，とくに，大学生協連は，永年にわたって定期的なシンポジウムの

開催を継続するなど着実に交流を積み重ねてきている。

このように，サハリン大学のカリ年ュラム改革をとり上げるにあたって，附属東洋大学をと

り上げることは，東洋大学の同大学における位置やわが国との交流の深さと広さの点からも意

義がある。もちろん，東洋大学のカリキュラム改革を分析することは，これまで誰れも行って

いないし，ボク学長によれば当の東洋大学スタップ自らも行っていない。

3 )東洋大学の学生

サハリン大学的属東洋大学の学生数日学年から 5学年)の総数は， 497名である。いうまで

もなく，ロシアの大学は圧倒的に 5年制であるが，近年，欧米の影響で， 4年制のパカラーブル

と，その上に， 2年制のマギーストルを出すことができるようになった。すでに約 800大学のう

ち， 20パーセントの大学でこの新しい制度もとり入れはじめているといわれている。しかし，

パカラーブルをとっても大学卒の学士号はもらえず，マギーストルに入れるだけである。ロシ

アの大学院(アスピラントール)に入学するには5年制大学卒の学士号が必要であるo とくに，

マギーストル制のないサハリン州では，パカラーブルを取得してもチ1'1外のマギーストルのある

大学へ進学しなければならない。

表9Iサハリン大学附属東洋大学学生数9)によれば，経済部門(経済学と財政経営学)が52.1

パーセントを占め，東洋部門(東洋雷語学と英語)は 47.9パ…セントである。閤費が58.4パ…

セント，私費が41.6パーセントである。「国費」といっても約80パーゼントは授業料を払って

いるし，とくに，プレハーノフ経済アカデミーの経済関係の学士号を得ることができる東洋大

表s サハリン大学柑属東洋大学学生数

内訳
部門 合計

鹿費 私費権

東洋部門 238 145 93 1-5学年

内訳 日本語科 138 80 58 1-5学年

うち言語 117 64 53 1-5学年
ノてカラーブル 21 16 5 1学年

内訳朝鮮語科 100 65 35 1-5学年

うち 90 55 35 1-5学年
ノfカラーブル 10 10 1学年

2 経済部門 259 145 114 1-5学年

合計 497 290 207 

※契約による教育

出典:KO.neraHOBa B.B.， KHM O.c.， BblfO.nOB E.IO.， EpwOBa c.c.， 
“He正OTopblenp06.neMbI pa3詰HTHHBbIC凶ero06pa30日aHH耳Caxa. 
.nHHCKO品。6.naCTH"，MelKJ¥YHapOJ¥HaH KO坤epeHI.(I1HIOlKHO“ 
Caxa.nHHCK， 9 asrYCTa 1999 r.， c.3. 
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学経務部門の学生は国費といっても年間2万ループツレ(約 10万円)の授業料を全員払っている。

「私費Jというのは，国費の合格発表のあと，合格点に歪らなかったが，ぜひとも入学したい学

生に対して蕗談を行って条件を説明し合意したら「契約書」を交して入学を許可する学生のこ

とである。罰費学生は，成績がよければ国家の奨学金を得ることができる(約6割)のと，大

学の寮に入る優先権がある。私費学生は奨学金を受けることができない。

「私費」学生の存在は，その専門への学生の芯望の強さを表わし，かつ，大学への独自財政の

強化をもたらすものである。サハリン大学附属の 8つの単科大学の，2，521人の在籍学生のうち，

「私費J は350人， 13.9パーセントであるが，そのうち， 59.1パーセント，すなわち，サハリ

ン大学全体の「私費J学生の約6割が東洋大学で学んでいる。サハリン大学で，次に私費学生

の多いのは，人文大学395人中 68人(17.2パーセント)，自然科学・地理大学381人中 23人(6.0

パーセント)，雷語大学253人中 17人 (6.7パーセント)であり，東洋大学の人気の高さ，大学

財政(独鹿財源は，大学予算の約30パーセント)に出める東洋大学の高い役割を知ることがで

きる10)。

また，学生の保護者の職業をみると， 70パーセントは，技術，底師，公務員，金融機関職員，

教員，箪人である1~
出身地では，ユジノサハリンスク市内からが363人 (49.7パーセント)と約半数を占め，次

いでコノレサコフ 31人，ホルムスク 22人など，サハリン州南部出身者が多いI九この点でも，自

宅通学生の増加というイギリスやアメリカ，日本の大学改革の新しい学生の傾向をサハリン大

も有してきている。

4) EI本語のカリキュラム

表10r日本語の教育課程」は，サハリン大学附属東洋大学が，総合大学化にあたって，当時

のヴォロシン副学長とボク東洋学部長の署名で文部省に提出し認可されたものである。

この表を，いくつかのジャンル別に学習時聞をまとめると次のようになる。

一般教育科目 1，063 (23.4%) 

教職課程科目 694 (15.2%) 

言語学科目

日本語科目

英語科目

選択他科目

245 ( 5.4%) 

1，600 (35.1%) 

750 (16.5%) 

200 ( 4.4%) 

合計 4，552 (100 %) 

なお，学習時開の合計は，原文では 4，275時間であるが，単純な計算ミスか，試験時揮をどち

らに含んでいるかなど，別の問題があるかは不明である。

一般教育科屈と専門科目(教員免許としての日本語と英語を取得できるので，教職課程科目

も当然，専門科目に含めて)は，およそ， 1 3の割合である。もっとも一般科目に「日本・

朝鮮文学J62時間が入っているがこれは一般科目とみなしている。他方，選択科目はむしろ

門に近いであろう。

教職科呂は r教育管理」が若干少ない位で，比較的広い領域をカバーしている。教職科目中，

242時間 (34.9パーセント)を実習及び実験実習にあてていることは，教育大学からの伝統も

あり，実習を重視していることがわかる。それでも，ベラルーシ(白ロシア)よりは少ない。
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1.教育過程の計画

学 9 10 11 12 1 

年 月 月 月 月 月

週 1 1 1 1 1 
2 2 2 2 2 
3 3 3 3 3 
4 4 4 4 4 
5 

1 # # # # # 
# # # # 19 
# # # # 十

# # # # ÷ 
# 

2 # # # # # 
# # # # 19 
# # # # 十

# # # # 十

# 

3 # # # # # 
# # # # 19 
# 持 # # + 
# # # # 十

# 

4 # 特 # # # 
# # # # 19 
# # # # 十
# # # # + 
# 

5 * * # # # 
* * # 特 12 
* ホ # # 十
* # # # + 
# 

記号:

教育学部紀婆第80号

表10 日本語の教育課程

ロシア連邦文部省

国立サハリン大学

教育課程

専門 021700 
専門化 021705 、外題言語か(日本)
(全日制，教育期間一5年間)

2 3 4 5 6 7 8 理

月 月 月 月 月 月 月
論学習

1 1 1 1 1 1 
2 2 2 2 2 2 2 
3 3 3 3 3 3 3 
4 4 4 4 4 4 4 

5 

# # # 特 36 
# # # 17 
# # # # 十
# # # # 十

十

# # # # 36 
# # # 17 
# # # # 十

# # 持 # 十

+ 

# # # ~ ~ 31 
# 特 12 ~ 
# # # + ~ 
# # # 十 ~ 

# 特 特 ~ ~ 31 
# # 12 ~ 
# # 十 ~ 
# # 十 ~ 

~ 

1# # 除
持 特 / 24 
# 12 / 

# 持 知ト / 
# # 特 + / 

ぷ口~ 計 158 

試 実
教育実
家国 休

ぷ口弘

験
験試期 習 習 期

遇数

4 12 52 

5 11 52 

5 5 11 52 

4 6 11 52 

4 8 5 7 48 

22 11 8 5 52 256 
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2.教育過程のプラン

番号 科 g名 実施する 授業時間数 学年・学期別(選数)

す点u二与 期 クラス授業
個

2年 3年 4年 5年

試

備験試予 学科論文

メ仁会司ぉ 言蕎 実

験実習実

人 2I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 

授 19I 17 I 19 I 17 I 19 I 12 I 19 I 12 I 12 I 12 

験 計 義 習 業 週当たり時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

。。 一般文化科目
01 世界文明の燦史 2 1 90 45 45 3 2 

02 哲学 4 3 90 45 45 3 2 

03 現代自然科学の 3 20 1 

構想、

04 文化学 5 60 3 

05 文化人類学 30 2 

06 世界美術文化 9 48 2 2 

07 経済学 6 5 60 40 20 2 2 

08 政治学 3 60 3 

09 法学 3 38 2 

10 数学・情報科学 1， 72 2 2 

2 

11 話し方の文化 3 30 2 

12 生態学 4 30 2 

13 体育 8 1， 203 2 2 2 2 2 2 2 2 

2， 

3， 
4， 

5， 
6， 

7 

14 ロシア務 2 2 

15 ラテン言語 1 30 4 I 26 2 

16 言語学 8 30 20 10 2 

17 臼本・朝鮮文学 5， 62 40 22 2 2 

6 

18 選択コース 4， 80 l 2 2 

5， 

6 
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00 医学・生物学科目

01 解部学と鍵全な生 1 60 3 

活様式の慕本・病気

の予防法

02 安全衛生 2 60 3 

03 子供と少年の生 2 34 24 10 2 

理学の基礎

。。 心理教育科目
01 教職入門 2 16 12 4 1 

02 教育の歴史と哲 4 3 52 36 16 1 2 

学

03 教育の理論と技 6 5 62 38 12 12 2 2 

術

04 教育管理の慕本 7 20 14 18 6 1 

05 一般J心理学 4 54 36 18 1 2 

06 発遼J心理学 5 40 26 14 2 

07 社会心理学と共 6 40 26 14 3 

育学

08 教育J心理学 7 30 20 10 2 

09 特殊J心環学 9 30 20 10 2 

10 外留語教授法 8 7 9 112 56 56 4 3 

11 選択コース 7， 84 42 42 2 2 2 

8， 
9 

。。 教科教育

01 言語の控室史 5 35 20 15 2 

02 潔論的な音声学 6 24 20 4 2 

03 語草案論 7 8 38 28 20 2 

04 文体論 8 30 20 10 2 

05 文法理論 10 9 8 48 24 24 2 2 

06 世界学 6 30 20 10 2 

07 翻訳論 9 8 40 20 20 2 2 
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08 東洋諸の実践 1，600 
コース

会話と作文の爽 1， 3， 1，180 
習 2， 5， 

4， 7， 
6， 9 

8， 
10 

実践文法 3， 206 
4， 
5， 
6 

実践音声学 1， 216 
2 

09 英語(課外専門科 3， 1， 500 
自) 5， 2， 

7， 4， 
8， 6 
9， 
10 

10 専門化: 5， 250 
英諮での教育コ 6， 
ミュニケーショ 7， 
ン 8， 

9， 
10 

11 選択コース 7， 175 
8， 
9， 
10 

12 課外科目 25 

学習時間 4，275 

学期当たり試験数

学期当たり予綴試験数

実習 学期 販問(週)

1 実習 6 5 

2 実習 8 6 

大学副学長(教育) ヴェ・エス・ヴ、オロシン

学部長エム・イ・ボク

1，600 

1，180 8 7 7 

206 2 2 2 

216 4 4 2 

500 3 3 3 

250 

175 

27 26 27 

l 3 3 

7 8 8 

教育笑習 学期

教育実習 9 

87 

8 7 7 7 7 8 8 

2 2 2 

2 

3 3 3 3 3 3 4 

2 2 4 2 4 4 

2 3 2 6 

2 

26 28 29 27 28 27 26 

4 4 5 2 5 3 3 

7 8 6 8 6 6 2 

英語関(選) 国家評定

8 卒業論文
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日本語カリキュラムにおける最大の問題点は，日本語学習や他の一般，専門科目の学習は総

合的になされているが，日本の虚史，文化，社会，経済，伝統といった日本語学習をさらに深

め，あるいは， E3本語の背景となる学問の科目がほとんどないことである。とくに，総合大学

になり，言語学として日本語を学ぶ，あるいは，東洋学として専門性を社会に説明してゆくと

すれば，日本についての広範な理解を学生に与えるべきである叫。

5 )朝鮮語のカリキュラム

日本語のカリキュラムと朝鮮語のカリキュラムは，非常に大きな違いがある。すなわち，表

11'朝鮮語教育課程J によれば朝鮮語2，400時間が，日本語より 800時間も多く(約7割)，そ

の上，朝鮮文学史 100，朝鮮文学論400，朝鮮史58，朝鮮歴史80，朝鮮経済162，朝鮮文字66，

朝鮮文化84，計866時鰐もの，朝鮮語を広く理解するための関連科呂が含められており，合計

で， 3，266時間もの朝鮮語及び朝鮮関係科自の学習時間となる。日本語のほぽ2倍である。

これは，聞き取りによると 2つの理由がある。第1は，サハリン州では，長い間，朝鮮語の

新聞が発刊されており，そのため，ジャーナリストや作家など朝鮮人のインテリゲンツィアが

サハリン外|で活曜しており，これらの人びとが，東洋大学に積極的に協力してくれていること

である。第2は，韓国の援助で韓摺センターがユジノサハリンスク市に開設されているが，こ

のセンターの職員が積額的に東洋大学での教育に協力してくれていることである。すなわち，

決定的には教員スタップの問題である。

この点，日本語の場合は，在住日本人も少なく，わずかな樺太時代以来の残留日本人もむし

ろ，従前は身をひそめて住んでいたのであり，日本語も忘れかかっている。今，日本へのJ帰国

が自自になったにも拘らず，家庭でもほとんど日本語を用いていなかったことや，すでにニ世

から三世の世代へとなっていることもあってロシア語が常用されており，日本に(とくに北海

道に)帰国してきた例の場合でも，逆に，子や孫たちの日本語学習で困難な事態に直顕してい

ることが多い。

また，近年，日本関係の諸機関がユジノサハリンスクへ開設されているが，夫々，自分たち

の主目的に忙殺され，或は，呂的の違いなどで，韓閤センターのように，東洋大学に対して協

力的ではない。百本外務省の財団法人である国際交流基金からの日本人日本語教員2名の派遣

援助をもってよしとされている。これまでも，日本から問中先生，剖口先生夫妻など数人のボ

ランティアが東洋大学におもむき，書道，生け花，お茶などの日本文化の講践を開いて協力し

てきたが，盟期開ず、つであり，教育課程に入れるには至っていない。こういった日本の伝統文

化の学習を，学生たちは如何に喜んで受講しているかをきくにつれ，今後の解決が待たれるこ

とである。

なお，朝鮮語は全体学習時間も相当多く設定されており，大学としては柑当重視しているこ

とが解る。しかし，他方で，上記のように，多くの朝鮮人在住者がサハリン州にいることは，

逆の問題をも東洋大学にもたらしている。すなわち，せっかく，重視して立派な教育をしたに

も拘らず，サハリンチトIiこは，今のところ，自本語を活用するほどには，朝鮮語を活用して働く

企業，機関が少ないのと，あっても，学生よりもっと上手に朝鮮語を話す朝鮮人の人びとが沢

山おり，学生の専門を生かした進路が少ないことである。したがって，ロシア入学生への朝鮮

語の人気も日本語におくれをとり，結局，日本語科に入れない者が次に選択するといったケー



1.教育過程の計酪

学年 9月 10月 11月

週 1234 1234 1234 

1 

2 

3 

4 

サハリン州における社会経済の発展と大学改革

表 11 朝鮮語教育課程

ロシア連邦文部省

国立サハリン大学

教育課程

専門 021700
専門化 021705、外国言語学(朝鮮Y
(全日制，教育期間5年間)

12月 1月 2月 3月 4月

1234 12345 1234 1234 1234 

串牢率一一

車率串一一

本キホ一一

事事事一一

89 

5月 6月 7月 8月

12345 1234 1234 1234 

事事牢ー

串事事ー 一一}ー

本*事一

..キp PPPP 一一一一

5 牢串串一 PPPP PPPP PDDD DDDDD DDZZ ZZ 

論濠学習 1 1 試験期ド|休暇 1= 1卒業論文準備 1D 1実習 1P 1学位論文の公開審査 IZ

2.授業時間数(週間)

学年 理論学習 試験期 実習
卒業論文の 学位論文の

休暇 合計
準備 公開審査

1 34 6 12 52 

2 34 6 12 52 

3 34 6 12 52 

4 34 6 5 7 52 

5 17 3 9 10 4 2 45 

J口~王口子T 153 27 14 10 4 45 253 

3.学年・学期による教育過程のプラン

学年・学年別(週数)

クラ クラス授業 総合評価

号番
自己 ス授

l年 2年 3年 4年 5年
科目名 合計

研究 業合 試

備試験予 学科詰文命
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

計 講義 ゼミ
17 17 17 17 17 17 17 17 17 O 護食

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

合計 8，242 3，583 4，659 1，178 3，481 31 31 35 35 27 27 27 27 27 。30 42 6 
。。 般人 1，479 601 873 378 495 6 8 9 110 7 7 2 3 010 6114 4 

文・社会・

経済科目
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01 哲学 119 34 85 52 33 3 2 4 3 4 

02 援史 102 34 68 42 26 2 2 2 1 

03 文化学 109 24 85 52 33 3 2 6 5 

04 心環学 108 40 68 44 24 2 2 5 4 5 
教育学

ト一一
05 社会学 109 24 85 52 33 2 3 8 

トーー
06 経済学 80 20 60 40 20 2 2 6 5 6 

07 政治学

5814 1 113 引引引 34 

24 10 2 4 

08 法学 641 161 48 30 18 3 6 

09 体育 4081 1361 272 272 4 4 4 4 1，2， 
3，4 

10 選択コース 324 256 68 42 26 2 2 2，3 

。。 一般数学・ 400 247 153 62 91 2 4 3 O O O O 。010 3 
自然科学科

目

01 数学・情報 198 130 68 18 50 2 2 1，2 
A子~ムる

02 現代自然科 102 51 51 24 27 3 3 
学の概念

03 選択コース 100 66 34 20 14 2 2 

。。 共通専門科 4，800 2，015 2，785 254 2，531 21 17 19 21 18 16 16 17 16 O 14 16 
自

01 朝鮮語 2，400 394 2，006 2，006 14 14 14 14 14 12 14 10 12 1，2， 2， 
3，4， 4， 
5，6， 6， 
7，8 8 

02 朝鮮文学史 100 32 68 44 24 2 2 5 

03 朝鮮文学論 400 315 85 52 33 3 2 8 9 9 

04 一般言語学 400 332 68 48 20 2 2 4 3 3 

05 古典語 500 432 68 38 30 4 1 

06 外国語 600 226 374 374 3 3 3 3 2 2 2 2 2 4，9 1，2， 
3，5， 
6，7， 
8 

07 補助科目 200 152 48 30 18 2 8 

08 選択コース 200 132 68 42 26 2 4 

。。 特別科目 480 244 236 128 108 。O O 。O O 4 3 610 3 2 
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01 専門活動の 60 16 44 
歴史と方法
主詰主照A 

02 専門活動の 180 129 51 
方法と技術

03 専門活動の 80 29 51 
現代的諮問

霊童

04 実習 80 30 50 

05 選択コース 80 40 40 

。。 専門化科目 438 127 311 
01 朝鮮語史 58 22 36 

02 音声学 50 16 34 

03 語象論 72 16 56 

04 文体論 50 14 36 

05 文法論 78 27 51 

06 翻訳論 50 16 34 

07 朝鮮歴史 80 16 64 

00 補充教育科 500 325 175 
臣

01 健全な生活様 200 110 90 
式の基本・人

閣の安全

02 地域の経済 138 104 34 

03 報鮮経済 162 111 51 

。。 課外科思 150 24 126 

01 朝鮮語文字 66 8 58 

02 朝鮮文化 84 16 68 

試験 31 

予備試験 44 

年間研究論文 6 

実智 l4週

卒業論文

大学E語学長 ヴェ・エス・ヴォロシン
学部長エム・イ・ボク

28 16 

30 21 

30 21 

10 40 

30 10 

197 114 O 。 O 2 2 
20 16 2 

22 12 2 

36 20 

20 16 

37 14 

22 12 

40 24 

105 70 2 2 。O O 2 

50 40 2 2 

2 10 2 

3 20 

5 72 O 。4 4 O O 
18 40 2 2 

36 32 2 2 

2 3 2 4 3 5 

5 6 6 6 5 5 

1 1 1 1 

91 

2 7 

3 8 

3 9 

9 

2 7 

3 4 5 。5 2 
5 

6 

2 8 

2 9 

3 9 

2 8 

3 7 

2 。O O l 3 

2 1 

6 

2 7 

O O O O 2 

3，4 

3，4 

3 5 4 

4 4 3 

1 1 

5 9 
選 週
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スも出ていることである。今後， 1999年7月から始った韓国への石油の輪出と関連した職場開

拓の可能性が拡大すれば，この問題への解決の道も関かれる。

6 )経済部門の教育課程

12の「経務部門の教育課程」 は，すでに述べたように，東洋大学経済学科に入学した学生

たちに，教職の専門「経済学教諭J とともに，プレハーノフ経済アカデミーの「財政・金融」

の2つの学士号をだしている。そのため，経務学科の教育課程は，第1に，その総時間数が大

変多い。 5年間の総計が8，262時間であり，これから「自己研究J3，717時間を引いても， 4，545 

時開の講義とゼ、ミの時間がある。日本の大学の経済学部は4年制であるが， 126単位1，890時間

と卒業試験あるいは卒業論文で卒業できる。勿論，日本もこの他に自主学習時間がある。

第2の特徴は，ほとんどの科目が必修科目であること。選択は，わずかに「選択コースJ200 

時間(講義・ゼ、ミは68時間)が4コース毎にあるのみである。これは，1)旧ソ連の必修制の

影響が残っていること， 2) 2つの学士号を出すため， 3)教授陣の地域における人材不足から

選択しうるだけ多くの授業を開講できない。 4)ゼミナーノレが25人以下と決められており，少

人数ゼ、ミ指導を心がけているだけに，いっそう教員人材不足に拍車をかける。 5)ボク学長ら

大学リーダーの学生を厳しく指導することで実力をつけようとする教育観などによる。

第3の特徴は，一般教育科目が時間数上は， rS本語の教育課程」より重視され比率が高いこ

とである。授業とゼミのみであるが，一般人文・社会科目群と一般数学・自然科学科百群を合

計して，一般教育科目は， 1，633時間で講義・ゼミの合計4，545時間の35.9パーセントになり，

日本語科の 1，063時間23.4パーセントよりかなり，絶対時間でも比率でも高い。比率としては，

日本のある国立総合大学経済学部の一般教育科目 38.1パーセントとほぼ同じである。日本の経

済学部は待問数としては， 48単位720時間で，総時鰐数としてはおよそ半分である。

第4の特徴は r経詩学教諭」の資格，学士号を出すにも拘らず，教職科目が「心理学・教育

68時間のみであり，教育大学の延長として資格を存寵しているが，実際に小・中学校で直

接この科目に該当する授業科目が存在しないし，本質的にはサハリン州の経済分野への人材養

成であることを反映したカリキュラム嬬成となっているからである。将来的には，経詩学の語

専門分野を拡大してゆく狙いをもちながらも，当面，プレハーノフ経済アカデミーの「財政・

金融」で学士号を出し，白日の充実を圏ってゆく過漉的カリキュラムの性格を有している。

第5の特徴は，経済学の専門科目産分が，概略的で，専門分化と統合が充分はかられていな

いことである。例えば，思本の大学で設けられている，続講変動論，経済構造論，産業政策論，

農業政策論，工業政策論，開発政策論，社会政策論，経済成長論，数理経済学，中小企業政策

論等々が欠けている。さらに，経営学にかんしては，金融，会計，マーケッテング，企業財政，

税務など基本的なものは入っているが，財務管理，労務管理，賃金管理，管理工学，リサーチ，

構報などが弱いものとなっている。

第6の特徴は，地域経捺論と国際経済論関係科目が少ないことである。東洋大学全体の改革

動向の中には，既述のごとく「地域性J と「国際性」が見事につらぬかれているが，そのこと

が，カリキュラム改革まで一貫しているとはいえない。地域経済論については，全ての科目で

サハリンチ1'1の実体を問題にするということや r地域経済」の科目の講義とゼミで132時間を

とっていることで，ある桂度対応、できるかもしれない。現に，経済学博士でもあるイーゴリ・

ブアルブトジーノブ・サハリンチ1'1知事は，東洋大学の併任教授として「地域経済」論を講義し
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表 12 経済部門の教育課程

ロシア連邦文部省 ロシア連邦文部省

プレハーノフ経済アカデミー 園立サハリン大学

総長ヴェ・イ・ヴィジャーピン承認

1996年 10Fl 
教育課程

専門、経済学教諭"030300と、財政と信用"060400 

ロシア経済プレハーノフアカデミーとの条約に基づく共同卒業証書

(教育期間一5年間)

93 

1.教育課程の計魁と授業時間数(週)

学年 9月 10 Fl 11月 12月 l月 2月 3月 4Fl 5月 6月 7月 8Fl 
理論学習

試

校学実資 業習企実 文卒業論

休 バ口合、

験

週 1234 1234 1234 1234 12345 1234 1234 1234 12345 1234 1234 1234 耳耳 畷 計

l 本 市*= 司幹事事一 ---一一-- 36 6 12 52 

2 2俳 *本= 申串章一 = 34 

66744117225臼Ea 2 3 * 申車一一 0000 申申孝一 30 

4 。。 。。叫* 事車場牟 34 

5 十十十十+++ + 移* 00 00 市場# 持非非非1= 25 41 8 4 1 5 6 152 

i言口十，. 15 29 8 112 5 149 26 7 

時間 学年・学期別

学期別

クラス授業 1年 2年 3年 4年 5年

番号 科Eヨ名
クラス

試

予備験試 学科論文

合計 言膏 爽 ぜ 学 自己 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
授業 官軍 科

授 言曲
験 毒事 業 、、、 文 17 17 17 17 17 13 15 19 13 11 

l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 

合計 8，634 4，750 2，232 10 2，508 3，884 
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。人文社会経 1，734 1，139 228 10 841 595 。済科自群
。哲学 2 11 2 119 85 52 33 341 3 2 

1 

。外溜言語 46 235 340 340 340 4 4 4 4 2 2 

2 

。文化学 1 51 34 20 14 171 2 

3 

。君主史 1 102 68 34 34 341 4 

4 

。体育 1 408 272 272 136 

5 2 

3 

4 

Q 法学 6 5 120 96 58 38 24 3 3 

6 

。社会学 2 51 34 20 14 17 2 

7 

。政治学 2 51 34 20 14 17 2 

8 

。世界美 6 56 36 20 16 20 3 

9 術文化

1 表現文化 3 56 36 101 10 16 20 2 。
1 人類学 3 56 36 20 16 20 2 

1 

l 選択 35 324 68 34 34 256 2 2 

2 コース

心科理自群・教育 1，090 598 350 248 492 

。教育専 4 32 12 10 2 20 1 

1 門入門

。教育哲学教 6 5 100 60 40 20 40 2 2 

2 育史

。教関論・シ 81 7 120 70 30 40 50 2 3 

3 ステム技捕

。教青システム 9 38 18 12 6 20 

4 運営麗理

。一般J心 4 3 100 60 40 20 40 2 2 

5 理学

。発途{~\ 5 90 50 34 16 40 3 

6 理学

。社会，心 71 6 100 60 40 20 40 2 2 

7 潔学
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。特別心理学・社 9 50 30 20 10 20 3 

8 全集関長理学

。経済教育方 81 7 172 102 52 50 70 3 3 

9 法論

1 教育，心 10 88 68 38 30 20 3 。現学
1 選択 7 200 68 34 341 13 4 

1 コース 2 

一最数字・自 1，284 861 387 474 423 

器科学科目群

。偽等数学 24 13 400 272 128 144 128 4 4 4 4 

1 

。情報工 6124 204 200 52 148 41 2 2 2 2 2 2 

2 学主基礎

。現代自器科学 4 102 68 42 26 34 4 

3 正離合

。緩済地 81 7 8 192 136 68 68 56 4 4 

4 理学

。人間安全 2 102 51 18 33 51 3 

5 

。解割学と生理 4 84 64 44 20 20 3 

6 学的基護

。選択 2115 200 70 35 35 130 4 4 4 

7 コース

一科般目専群門 2，138 1，123 664 1，015 

。経済論 13 21 3 360 170 92 78 190 4 3 3 

I 

。経済論史 4 102 51 36 15 51 3 

2 

。経済史 I 102 51 36 15 511 3 

3 

。世界経済 8 102 51 36 15 51 3 

4 

。統計 31 2 3 180 119 68 51 61 。向 4 
5 

。会計記線 41 3 180 119 68 51 61 3 4 

6 

。経営 8 136 68 42 26 68 4 

7 

。マ}ケッ 5 102 68 42 26 34 4 

8 チィング

。価格形成 9 102 51 36 15 51 4 

9 



96 教育学部紀要第80号

1 会計検王室 9 108 53 26 27 55 4 。
1 経済分析 8 120 60 30 30 60 3 

l 

l 関際経 10 140 90 45 45 50 4 4 

2 済関係

1 市場事構で予 10 102 51 36 15 51 4 

3 想と金麗北

1 自動情 9 102 51 36 15 51 4 

4 報工学

l 選 択 10 200 70 35 35 130 4 

5 コース

特別科目群 1，518 663 341 322 855 

。財政 8179 10 360 170 92 78 190 4 4 3 2 

1 10 

。貨幣銀行の 81 5 120 60 30 30 60 4 

2 信用

。企業財政 71 6 120 60 30 30 60 4 

3 

。保険 9 108 48 24 24 60 4 

4 

。税金課税 7 102 51 26 25 51 3 

5 

。投資 10 102 51 26 25 51 4 

6 

。有鑑証券の 10 102 51 26 25 51 4 

7 市場

。教育の § 4 102 51 26 25 51 4 

8 緩済

。家庭緩済 10 102 51 26 25 51 4 

9 

l 選 択 7 300 70 35 35 230 4 。コース
課外科医 870 366 202 164 504 

。労働ゆ軽請と 4 102 34 34 68 2 

l 社会学

。戦略的 8 102 51 26 25 51 3 

2 な企画Z

。人事経営 6 102 51 26 25 51 3 

3 

。所得霊童 6 102 51 26 25 51 3 

4 金政策
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。経詩的国家総 6 102 51 26 25 51 3 

5 御と経詩敬語

。経演数学研 5 180 68 34 34 112 4 

6 究方法

。経構システム 6 180 60 30 30 120 4 

7 の数字そデル

一選問時間数 30 29 28 291 26 29 31 29 30 30 

時間数 8，634 4，750 2，232 10 2，508 3，884 

試験 27 3 3 2 4 2 4 l 5 21 11 

予鍛試験 65 5 8 8 7 6 6 8 3 61 12 

学科論文 8 l 1 I 1 

実習雪 学期 週数

企業笑潔 31 4 

一日一 51 4 

-11- 10 4 

教育実習 91 8 資格試験 国家試験 教育学・心理学 l 

20 (卒業論文) 財政 l 

経済科目の教授法 l 

東洋学部長エム・イ・ポーク

ている。

しかし，国際経済論科自は r世界経済J 51時間 r層際経済関係J30時間 r国際財政J34 

時間を設けているとはいえ，日本のある経済学部の次のような国際関係科岳(各 30~60 時間)

からみれば，実に少なく，サハリンチト|の外留貿易による発展を一つの重要な自立的持続的発展

構想の要素と考えるならば，今後，改革，充実を考えるべき分野の一つである。

日本の拶U: 

国際経済論，世界経済論，国際金融論，アメリカ経済論，歌州、|経済論，経済体制論，計画シ

ステム論，経撰発展論，アジア経済論，比較日本経済論，比較経営論，国際・比較経済特論，

西洋経済史，アジア経済史，ロシア・東欧経済史，アメリカ経済史，現代経済史，菌際経営論，

国際企業会計論，閣際経営論，等々，さらに， 10科目ほどの国際的な経済，経営にかんする科

目が設けられている。

すでに，諸特徴を上げるなかで，若干の開題点にもふれてきたが，カリキュラム改革を支え

る基礎的な問題点と，カリキュラム改革の一つの結果を示す問題点を指摘しておきたい。

前者の第一の基礎的問題は，教授陣の絶対的不足である。上述のカリキュラムは 1)東洋大学

の教員と， 2)サハリン大学の他の大学・学部・講座の教授， 3)地元の行政，企業，銀行，税

関などのトップの人材による非常勤講部， 4)モスクワからのプレハーノフ経済アカデミー教授

の四つのカテゴリーの人材によって支えられている。基本は，東洋大学の教員の増大と資質の
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高麗化であるが，多くがボク学長の教え子の世代であり，若く，今後に期待せざるをえない。

しかし， i憂秀な若手が育ちつつあることも事実である。

プレハーノブ経済アカデミーの教授陣は，授業の約20パーセントを受け持っていたが，これ

は，最近減りはじめている。モスクワから呼ぶ場合，往穫の高額な旅費の他に，東洋大学教授

より 3倍余も高額の給与を支払うが，サハリン大学にとって相当の財政負担である。しかし，

契約による私費希望入学が東洋大学が抜群に高い比率であることもかかわってこの支出は継続

しうるものである。逆に，プレハ…ノフ経済アカデミーの教授陣にとって，以前のように兼職

が禁じられていた時には，自己の大学の分校的存在であるサハリン大学附属東洋大学(以前は

東洋学部)に来て講義をすることは，本業であり，かっ， H音余の高給は遠階地への出張であっ
ても相当の魅力であった。ところが，モスクワ市内での兼職もできるようになり，さらに，同

アカデミーの社会的地位の高さから相当の高給で非常勤に迎える私立大学も現われてきて，サ

ハリンチ1'1への非常勤希望は少なくなって来ている。これをカバーするために，当面は，第3の

カテゴリーの地元の人材に頼らざるを得ない。このことは，地域と大学の結合や，実践的授業

内容の点では前進であるが，理論的閣での教授陣の相当の力量の低下を覚慣せざるを得ない。

カリキュラム改革の結果の萌での問題点として，学生の成績評価を若干問題にしたい。 東

洋大学の全学生の 1998年9月I日から 1999年7丹までの 1年間の成績評価(5，4， 3， 2， 

1)を集計したものがある(表 13参照)。ロシアでは， r 2 J以下があれば落第であり r合格」

は，全ての科目が5，4， 3である学生のことであり，可愛秀」は 5と4のみの学生である。

もちろん，評価点については，教員個々人の多様性を内包するものであるから，これのみで全

てを評価することはできないし，東洋大学では，開きとりによると一般的には，年長教員は厳

しく，若い教員は甘いという評価があるo

この資料からいえることは， 3つの専門における経済学科の学生の成績が r合格Jでも「優

秀」でも低く，それは r閤費」でも「私費Jでも変らず低いことである。さらに，朝鮮語の「合

格」を捺いて，どの場合でも「国費」より「私費J の達成度が低いことである。これらの要国

は，必修制による学生の学習意欲の低下か，詰め込み過重か，など単純なカリキュラム帯編だ

けではわりきれない問題も多々内包しており，東洋大学のスタップ自らの分析を見守りながら，

慎重に，アンケート調査や教員と学生，企業を含めた開き取り調査などを合せて検討してゆく

べきである。

最後に， 1998年9月からはじまったばかりの， 4年制ノすカロレア対応、の教育課程表，すなわ

ち，表 14r東洋大学アジア・アフリカ民族言語教育課程J を掲げておく。当面は，日本語と朝

鮮語であるが，専門の名称からいうと構想的には， ~広範囲な国際的言語教育，コミュニケーショ

ン論を含んでいるものである。しかし，パカロレアについては，サハリン大学内部にも，いま

表 13 サハリン大学附属東洋大学学生の評価結果14) (%) 

1998・1999学年度
東洋大学

合格 優秀
学科

国費 私費 留費 私費

1.朝鮮語 93.0 94.3 73.6 54.5 

2. 日本語 98.2 96.1 64.3 51.0 

3.経済学 89.1 87.8 63.3 44.2 
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表 14 東洋大学アジア・アフリカ民族言語教育課程15)

ロシア連邦文部省

国立サハリン大学

教育課程

専門 522600、東洋研究'

専門化 522601、アジア・アフリカ民族言語か(日本と穀鮮諾)

(全日制U，教育期間 4年間)

1.教育過程の計画

学年 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

週 1234 1234 1234 1234 12345 1234 1234 1234 12345 1234 

1 串串一一 * 割前

2 *司ドー ** 

3 **= キ事

4 本串一一 pppp 

99 

7月 8f:i 

1234 1234 

*一一 一一一一

*一 一一一一

串一一一 コロ

P栴*ZZ=== 

理論学習! 試験期ド|休鍛 =1卒業論文輔 ID 1 p j学位論文の公開審査 IZ

2.授業時開数(週間)

学年 現論学習 試験期 実習 休暇

1 37 5 10 52 

2 37 5 10 52 

3 37 5 10 52 

4 35 6 5 6 52 

合計 146 21 5 36 208 

3.学年・学期による教育過程のプラン

クラ クラス授業 学年・学期別(週数) 総合評価

番号 科目名 合計
自己 ス授

I年 2年 3年 4年 試
備験予試 学科論文研究 業合 講義 ゼミ

計 1 2 3 4 5 6 7 8 験

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

合計 11，424 6，760 4，664 1，296 3，368 31 34 38 34 32 31 39 34 27 53 5 

。。 |一般人文・社 2，920 1，568 1，352 61 8 12 12 10 4 1 13 13 8 9 16 

会・経済科白

01 哲学 280 152 128 64 64 4 4 8 7 8 

02 西洋言語 1，344 800 544 544 4 4 4 4 4 4 4 412，4， 1，3， 

6，8 5，7 

03 歴史 200 100 100 50 50 2 2 2 3，4 2 

04 文化学 64 20 44 28 16 2 6 
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05 心理学と教育学 216 116 100 50 50 3 3 71 6 7 

06 社会学 40 12 28 14 14 2 7 

07 緩済学 64 32 32 22 10 2 2 

08 政治学 40 12 28 14 14 2 6 

09 法学 64 32 32 22 10 2 6 

10 体育 544 272 272 272 4 4 1，2， 

3，4 

11 選択コース 64 20 44 22 22 2 3 

。。 一般数学・ 8然 208 86 122 48 74 5 2 。Q 。。。。I 2 
科学科目

01 数学・情報学 72 18 54 10 44 3 1 

02 現代自然科学概 136 68 68 38 30 2 2 2 11，2 

念

。。 共通専門科目 6，106 3，774 2，332 412 1，920 16 14 18 20 18 16 16 18 10 16 2 

01 三主婆な外E国語 4，144 2，444 1，700 1，700 14 14 14 14 12 12 10 10 2，4， 1，3， 

6，8 5，7 

02 研究されている 400 296 104 52 52 2 2 2 5 13，4 

国の歴史

03 世界文学史 128 64 64 44 20 2 2 3，4 

04 文学論 136 102 34 24 10 2 

05 一般言語学 200 132 68 48 20 2 2 6 5 6 

06 研究されている 72 38 34 24 10 2 1 l 

国の地理学

07 研究されている 64 34 30 20 10 2 4 

国の人類学

08 研究されている 56 30 26 14 12 2 6 

国の社会・政治

体制と経済

09 研究されている 272 204 68 48 20 2 2 8 7 

国の文学史

10 苦言諮補充科目 208 140 68 48 20 2 2 7，8 

11 歴史補充科目 322 254 68 48 20 2 2 7，8 

12 選択科目 104 36 68 42 26 2 5 

。。 特別科目 1，136 648 488 306 182 2 2 2 2 6 2 6 6 4 1 10 。
01 言語学入門 15宮 91 68 50 18 2 2 2 1 
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02 文学の専門入門 159 91 68 50 18 2 2 4 3 

03 専門活動の歴史 63 19 44 28 16 2 7 

と方法論

04 専門活動の方法 73 39 34 20 14 2 8 

と技術

05 専門活動の現代 73 39 34 20 14 2 8 

的諸問題

06 実習 71 37 34 10 24 2 5 

07 研究されている 385 283 102 62 40 2 2 2 6，7 5 
国の文学

08 研究されている 51 15 36 20 16 2 5 

留の言語論

09 翻訳論 49 15 34 22 12 2 8 

10 選択コース 53 9 34 24 10 2 7 

。。 補充科目 538 340 198 132 66 。4 4 。4 。。。 1 5 。
。1 健全な生活様式 225 157 68 48 20 2 2 2，3 
の基本・人間の

安全

02 地域の経済 73 39 34 24 10 2 5 

03 論理学 -;r 48 32 20 12 2 2 

04 道徳哲学 80 48 32 20 12 2 3 

05 奨学 80 48 32 20 12 2 5 

。。 課外科目 516 344 172 112 60 。。2 2 。。4 I 2 1 4 。
01 ロシア言言語論 191 123 68 46 22 2 2 3，4 

02 研究される留の 191 123 68 42 26 2 2 8 7 

文化

03 思際法基本 134 98 36 24 12 2 7 

試験 27 2 5 2 5 2 4 2 5 

予備試験 49 5 5 9 3 7 4 10 6 

学科論文 4 1 。。。。1 1 1 
笑官ヨ 学期 遊間 学位公梼塁審査

実習 8 5 卒業論文

ーも且.防 止、、，

学部長エム・イ・ボク
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表 15 サハリン大学機構図

A且MHHHCTpaT祖BHO剛ynpaB~eHqeCKHe no且pa3且e~eH語録 Caxry

PeKTopaT: 

• peKTOp 

• npOpeKTOpbl 

. !jHpeKTOpbl HHCTHTyTOB H KOJlJleillK e品，且eKaHbl中aKYJlbTeTOB

• yyeHbl品ce正peTapbY yeHOro COBem CaxfY 

1. YnpaB~eHHe aKa且eMH可eCKO曲目O~HT盟K凶 H

opraHH3aUHH yqe6HorO npouecca 

2. Y訂paBJleHHe問中opMaUHOH討blXTeXHOJlOr凶

3. nJlaHoBo，中間aHCOBoeynpaBJleHHe 

4. Y npaBJleHHe正a!lpOBHぬpH!lH可eCKOroo6ecne可E托HH

5. OT!leJl Hay虻羽

6. OT !leJl acnHpaHTYPbl 

7. OT!leJl JlHueH3HpOBaHHH釘 nO!lrOTOBKH!lOKyMeHToB 

8. OT!leJl HenpepblBHoro o6pa3oBaHHH 

9. MelK!lYHapO!lHbl品。T!leJl

10. A!lM封印lCTpaTHB時0-X03H詰CTBeHHbl詰OT!leJl

11. OT!leJl 9KcnJlyaTaUHH 

12.0T!le.占 cHa6lKeHHH

13. npecc-cJlYlK6a 

14. npHeMHaH KOMHCCHH 

15. UeHTP 00 ype3BblyaHHblM cHTyaUHHM H rpalK!laHCKO詰060pOHe

16. KaHU巴JlHpHHH apxHB 

1. Hay可箆aH6H6~HoTeKa 

2.113且aTe~bCTBO Caxry 

CTPYKTYPHble no且pa3且e~e践HH Caxry 

3. UeHTp HHφopMaUHOHHbIX Tex誼o~orHil:

.日日中opMaUHOHHO唱blYHCJlHTeJlb封bl抗日巴HTP

• ueHTp )lHCl宮司日羽OH自oroo6y可eHHH

• ueHTp TecmpOBaHHH 

• ueHTp COBpeMeHHblX TeXHHyeCKHX cpe!lCTB o6y可巴HHH

4. HayqHO-HCC~e且O語aTe~bCKH誼 ceKTOp

5. HI1I1φH3担KH3eM品目 H eCTeCTB03HaHHH 

6. HI1I1司自晶OBeKa

7.X03pac可eTHbleyqe6Hble no且pa3且e~eHH兄

8. X03paCQeTHble Hay可Hbleno且pa3瓦e凋eHHH

出典:“Cax初日HC在日誌 fOCY.llapCTBeHHbI詰YHllBepCI1TeT"， !OlKHO・Caxa.nI1HCK，1999， c.7…12. 
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霊祭 16 サハリン大学の単科大学・学部等

I1HCTHTYTbI， KOJIJIe且淑H，φaKYJIbTeTbIH 
06meYHHBepCHTeTCKHe Kaφe且pbICaxry 

1.I1HCTHTYT eCTeCTBeHH民間(HaYK: 

• Ka争E且pa6HOJlOrHH 

・正a申ellpareorpaqlHl1 

• Ka中間paI1H中opMarHKI1

• Kal争eilPaMareMaT討K羽

• Ka申告且paXHMI1H 

• K3中eJ¥pa似3担問

• Ka<jJellpa npl1KJlall即位 MaTeMar棚(11*

2. I1HcTHTYT 3KOHOMHKH H BOCTOKOBe且eHH珂 (COBMeCTHOC P9A HM. LB. nJIeXaHoBa) : 
-正a争ellpa3KOHOMHKl1 

• Ka中E且paBOCTOYHblX H3blKOB (BocroKOBelleHI1H) 

• Ka中ellpaaHrJlH詰CKoroH3blKa 

• Ka中eJ¥pa中日HaHCOBoroMeHe!¥lKMeHTa 

3.I1HCTHTYTφHJIO晶or眠H:

・正a中日'IlpapyccKoro H3bl正a

• Ka<jJeJ¥pa pyCCKO抗日 3apy6elK臼oiiJI“reparypbi 
.正a申ellpaaHr，占羽詰CKoroH3biKa H似JlOJlOrl1H

• K丘中ellpaaHr Jll1l1c正oroH HeMeQKOro H3blKOB 

• Ka中ellpalKyp討aJlI1CTHKH*

4.11躍CTHTYTne瓦arorHKH:

• Ka中e且panellarOfl1KI1 

• Ka中日'Ilpanc以 oJlor附

• Ka<jJellpa中11311可ec虻0詰KyJ1b Typbi H cnopra 

-正a申ellpanellarorHK封 HMerOIlHKH H昌司aJlbHOrO11 1l0WKOJlbHOrO 06pa3o自a即日

5.I1HCTHTYT HCTOPH誼， Cou，説。JIOrHHH npaBa: 

.問中古'IlpaHCTOpHI1 

• Ka中ellpaco日HOJlor削

• Ka中ellpaynpa日J1eHI1R

.問中ellpa訂pasa*

6. TeXHOJIOrH可eCKH拍HHCTHTYT:

.畑中日且paTex耳HyeC制 XIlHCQl1nJlHH 

・在邑中旬paTeXHOJlOr附 HnpeJ¥npHHHMaTeJlbCTBa 

7. 06me06pa30BaTeJIbHbI曲φaKYJIbTeT(OT且eJIeHHeHeφTH H ra3a TeXHOJIOrH司自CKoroHHcTHTYTa) 

8. I1HcTHTYT OOB脱出eHHRKBaJIHφIlKau，H日韓日epeno且rOTOBKIlKa且pO日取

9.AJIeKCaHRPOBCK-CaXaJI担盟CH曲目e且arorH可eCK躍拍 KOJIJIeRlK-φHJIHaJICaxry 

10.lOxHo-CaxaJIHHC在日誌 ne且arorH可eCK百曲担OJI品e且丑{CaxfY 

11. TeaTpaJIbHbI語KOJIJI巴且lKCaxry 

12.φaKYJIbTeT且OBY30BCKO曲00且rOTOBKH

13.06meYHHBepCIlTeTCKHe証aφe且pbI:

• Ka申E且pa6e30naCHOCTH )f{H3HelleHreJlbHOCTH H MellnOllrOTOBKH 

.在畠中ellpa中H3BocnHraHHR

・虻a中f且pa中日J10CO中間

• Ka中eJ¥paCOQl1aJlbHO・nOJlHTl14eCKl1XHayK 
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だ，賛否両論があり，学年が進んでいった場合に， ら年制へ切り替えて学士号取得の道も残さ

れており，今後の推移を見なければ，これが発展的に実施されるか否かは定かではない。この

制度が発表されて 4，5年でロシア全国で約2割の大学が採用しはじめていることは示唆的で

ある。

おわりに

サハリンチト!における社会経済構造の変化と大学改革について，文献資料を基本にしつつ現地

での開きとり調査，あるいは，関係者からの寵接インタビューの方法を加味して分析してきた。

その結果，次のような若干の研究成果を得ることができた。

第 1に，サハリン州の社会経済の 1999年1月1日付統計資料など，最新の統計資料によって，

1998年 12月までの社会経済状況について，全ロシアとの比較も行いながらサハリン州の社会

経済の近年の変化と現状を解明したこと。その中で，市場経撰への急激すぎる移行がもたらし

たひずみは，サハリン州への中央の榎遇策の廃止ともあいまって，サハリンリ、1'1においてより強

く現われたこと。また， 1995年を底として，ほとんどの指標が1998年へ向けて上昇に転じたこ

とを解明した。但し， 98年8月の危機は統計に半年分しか反映していないことも忘れてはなら

ない。とはいえ，国内産業の復活は伺えた。また，人材養成に影響を及ぼす外国貿易の変化を

分析した。

第2に，国立サハリン大学の再編について，機構改革と共に r国際化と地域化の統一」を理

念としての人材養成を，とくに，東洋大学を中心としつつ解明したこと。

第3に，サハリン大学のカリキュラム改革について，卒業生の進路を教職専門か非専門かと

兵役編入を視点にしつつ分析し，卒業生の進路，人材養成のあり方との関連で，教育大学から

総合大学への再編への必然性を解明したこと。また，日本語，朝鮮語，経済学の教育課程を分

析し，開きとり調査ともあわせ，その積極菌と共に問題点の指摘を行ったことである。

他方，残された問題も多く，1)せっかく，現地で集取した資料を充分分析しきれていないこ

とや， 2)社会経済分野にかんしても，とり上げるべき課題は多く残されている。 3)聞き取り

調査も，各人の発達史，成育史も含め開きとりを行ったが用いたのは，現状とかかわるわずか

な部分であった。 4)サハリン州全体の国民教育の資料を入手したが，それも充分分析し得な

かった。 5)サハリン大学という，もっとも，州で重要な大学をとり上げたことは意義あるとし

ても，東洋学部・大学を分析したレベルで，他の各学部・大学を分析しえていないし， f患の国

立大学分校や私立大学の分析については，所伸一氏の研究にゆだねている。

j主

1)、PeKTopaTlQlKHo-CaXaJlHCKOrO rocyJl，aKHMpCT8eHHoro neJl，arOrM'JeCKoro MHcTMTyTa Hanpa8JlHeT MTOrM 

pacnpeJl，'巴JleHMHM TpyJl，OyCTpO詰CT8a8bmycKHMK08 1993 rOJl，a" という，ユジノサノ、リンスク学長代行

ヴェ・エス・ヴォローシン (11.0.peKTopa MHcTMTyTa B.C. BOJlo山MH)名の 1993年9月付文部省宛文

日付はコピー不鮮明で見えない。

2) 0判長T0 H8Ke no pacnpeJl，eJleHMlu K 8bmycKHMKy担a1 OKTH6pH 1994r. (1994年10月1日付，卒業生

への就職配分届け出報告)より，必要部分を抽出し，竹聞が作成した。!日ソ連時代は，この報告は

厳密かつ主重視されていたが，就職が自由となり，この統計のもつ意味も弱まっていることに穏意す

べきである。
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3) φeJl，epaJIbHOe ro亡yJl，apCTBeHHoeCTaTHCTH可eCKoeH Ha6JIぬJl，eHHeKO討中HJl，eHUHaJIbHOCTbrapaHTHpyeTcH 

nOJIy弓aTeJIeMHHゆopMaUHHCBeJl，eHHH 0 HanpaBJIeHHH Ha pa60Ty BbmycKHHKOB， OKO則 HB山HXBbICWee 

Y可e6Hoe3aBeJl，eHHe no Jl，HeBHO員中opMeo6y可eHHH3a nepHOJl， C 1 OKTH6pH 1994 rOJl，a no 30 ceHT耳6PH1995 

roJl，a 

これは， 1999年 11月1臼付(毎年11月1日付で)濁家統計局へ大学から報告する正式資料であ

り，従って，表紙と日付，資任者署名が入っているものである。なお， 1995年11月1日付報告警は，

1994年 10月1日より 1995年9月初日までに全日制の高等教育機闘を卒業して専門分野の仕事に

就職した者について報告される。

4) 0可長Tno pacnpeJl，e府間的 KBbmycKHHKy 1996 rOJl，a， OT 15 OKT毘6PH1996r.より，重複などの不必要部

分を削除して竹田が作成した。

5) この資料は， 1996年71311日付の印刷された公式報告用紙の裏に， 1998年に手書きされたもの

で，賛任者の署名と文書番号も書き入れられている。

6) この資料は，サハリン大学関係者より入手したものであるが，

ら筆者の必要に応じて表を作成した。

7η) 

1999r. 

きの資料である。その資料か

8紛)“C呂部xa削JIH附HCαKH附詰 roc匂yJl，ap肘CT叩B巴聞H捌t世制H出刷t也削bI必詰 yH世悦附HB倍BepCHTeT丸， 5印OJI府eTず 旧lK問〈ωH問O幽C註邸xa卸JIH附HC叫託凡， 1999， c.2. 

9) KOJIeraHOBa B.B.， KHM O.c.， BbIrOJIOB包.10.，EpwoBa C.C.“HeKOTopble np06JIeMbI pa3BHTHH Bblcwero 

06pa30BaHHH CaXaJIHHCKO員06JIaCTH"，かlelKJl，YHapOJl，HaHKO司令epeHHH的lKHO-CaXaJIHHCK，9 aBrycTa 1999 

rOJl，a. c.3. 

10) TaM lKe. c.4. 

11) TaM lKe. c.5. 

12) TaM lKe. Cふ

13) 日本語科学生の学習のための教科書，参考書として，東洋大学が例示している文献をみても先に

述べた広い日本浬解を示すものは全く少ない。

14) KOJIeraHOBa H Jl，p. TaM lKe.， c.7. 

15) Y可e6HbI品nJIaHno cn巴UHaJIH3aUHH“只3bIKHHapOJl，OB A3HH H A斡HKH(HnoHcKHH H Kope詰CKH員)"， Caxry， 

1998r. 


